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Ⅰ はじめに

１ 目 的

掛川市教育委員会では、「第１次掛川市総合計画」の政策大綱である「生

涯にわたり自己を高め、心豊かに暮らせるまち」を基礎として、掛川市教育

振興基本計画「人づくり構想かけがわ」を策定し、基本目標や取り組むべき

施策を明らかにしています。この「人づくり構想かけがわ」は、毎年公表す

るとともに市議会をはじめ校長会、園長会、さらには、事務局職員にも趣旨

の説明を行い、共有化するとともに施策の実現に努めています。

このような中、平成19年６月「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」

が一部改正され、平成20年４月１日から施行されました。改正にあたって、

教育委員会は、毎年その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点

検・評価を行い、議会に提出するとともに公表しなければならないとされま

した。そのため、掛川市教育委員会では、法の趣旨に基づき、平成27年度の

教育委員会活動に関する報告書を下記のとおり作成しました。

教育委員会制度は、首長から独立した合議制の教育委員会が決定する教育

行政に関する基本方針のもと、教育長及び事務局が広範かつ専門的な教育行

政を執行しています。そのため、教育委員会の基本方針に沿って、具体的な

教育行政が執行されているかどうかについて、事後にチェックする必要があ

るものと考えられます。また、教育委員会は地域住民に対する説明責任を果

たし、その活動を充実することが求められています。

こうしたことから、法改正においても教育行政の執行状況について、点検

・評価を実施することが義務づけられ、教育行政の基本的な方針策定と同様

に、教育委員会が、管理・執行しなければならない事務として位置づけられ

ました。

２ 点検・評価の対象

(１) 対象年度：平成27年度

(２) 対象内容

① 教育委員会の活動

教育行政の基本的な施策の決定や諸問題の解決策の重要案件等を

審議決定するため、月１回開催する定例会や必要に応じて緊急案件

を審議する臨時会の運営状況について評価を行います。

また、会議の公開、保護者や地域住民への情報発信、教育委員会

・市長部局の連携、教育委員の自己研鑽、幼稚園や小・中学校・所

管施設の訪問状況等についても評価を行います。
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② 教育委員会が管理・執行を教育長に委任する事務

平成27年度掛川市の教育は、基本目標を【「夢実現に向かう、心豊かで

凜とした市民」の育成】とし、基本方針を【「知性と創造性にすぐれ、豊

かな心と健やかな体をそなえた、自己実現を目指す自立した市民」の育成】

と【「豊かな生涯学習社会の実現に向け、人づくり・まちづくりの担い手

としてそれぞれの役割を担い、自らが進んで行動し、地域社会を共に支え

る市民」の育成】としました。

構想推進の基本的な考え方は３点あり、１つ目は【「掛川市総合計画」

の段階的推進を図る。】、２つ目は、【「生涯学習運動」が豊かに花開くまち

づくりの一翼を担う。】、３つ目は、【市民総ぐるみによる教育の振興に努

める。】です。

そして、「人づくり構想かけがわ」の基本目標・基本方針を実現させ「乳

幼児教育・学校教育・社会教育・図書館」の具現化を図るため、以下のと

おり基本目標と重点施策を定めていますので、「教育委員会の活動」とこ

れらを評価の対象としました。

○幼児教育・・・豊かなふれ合いや生活体験の中で個性を発揮し、自立心

心と、人とかかわる力のある子どもの育成

① 「生きる力」の基礎を育む教育内容の充実

② 幼児教育士の資質・意欲の向上

③ 安全・安心な園環境の整備

④ 家庭や地域等と連携した園

⑤ 保育一元化※の推進

○学校教育・・・夢に向かって、自ら考え自ら判断し、心豊かにたくまし

く生きる子どもの育成

① 「確かな学力」の向上を目指す学校

② 豊かな感性、健やかな心身を育む学校

③ 家庭や地域等と連携した開かれた学校

④ 信頼される学校

⑤ 安全・安心な教育環境の整備

⑥ 安全・安心な学校給食の推進

○社会教育・・・心身共に健康でたくましく知性と創意に富み、郷土に誇

りと愛着を感じる市民の育成

① 次代を担う青少年健全育成の推進
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② 家庭教育力の向上

③ 生きがいに満ちた豊かな人・暮らしづくり

④ 郷土の歴史や文化を愛する心の育成

⑤ 生涯スポーツの振興

○図書館・・・図書館を学びや情報の拠点とし、読書の好きな好奇心あふ

れる市民の育成

① 図書館サービスの充実

② 市民協働による読書活動の推進

３ 点検・評価の方法

自己点検・評価の内容については、外部識者により組織された、「掛川市教育

委員会評価委員会」において検討を行いました。

点検・評価は、自己点検・評価シートを作成し、「教育委員会の活動」では活動

項目ごと、「教育委員会が管理・執行を教育長に委任する事務」では主要事業ごと

に自己点検・評価を行い、「点検・評価」欄に反省や今後の改善点などを記入しま

した。

４ 掛川市教育委員会評価委員会

（１） 委員名簿

（２） 開催の経緯

平成27年

６月１日（水） 第１回評価委員会

・委員の委嘱

・平成27年度事業の点検評価の内容について協議

・平成28年度事業点検評価シートの形式、評価の方法について協議

役　職 氏　名 備　考

委員長 山﨑　保寿 静岡大学　大学院教育学研究科教授

副委員長 宇佐美　千穂 掛川市民大学院　卒業生

委　員 髙橋　篤仁 自営業

委　員 安間　州子 保護者
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７月20日（水） 第２回評価委員会

・平成27年度事業掛川市教育委員会の事務に関する自己点検・評価報告

書について協議

・平成28年度事業点検評価シートの形式、評価の方法について協議

Ⅱ 教育委員会の活動状況

１ 教育委員会会議の開催状況及び協議案件

教育委員会会議は、教育委員の出席により、毎月１回の定例会が開催され、

必要に応じて臨時会が招集されます。平成27年度は、定例会12回、臨時会

5回、計17回の教育委員会会議が行われました。

教育委員会会議に諮られた「教育委員会が管理・執行する事務」に関する

協議案件数は計47件で、項目ごとの案件数は以下のとおりです。

・教育委員会規則及びその他教育委員会の定める規程の制定又は改廃に関す

ること 17件

・教育委員会に設置された附属機関の委員の任命を行うこと 10件

・教育に関する事務の管理及び執行の基本的な方針に関すること 11件

・学校の組織編成、教育課程、学習指導、生徒指導及び職業指導の基本方針

に関すること ３件

・教育委員会及び教育委員会の所管に属する学校その他教育機関の職員の任

免、その他の人事に関すること ３件

・教育予算その他議会の議決を経るべき事項 １件

・校長、教員その他の教育関係職員の研修に関すること ２件

２ 教育委員による園・学校等訪問

・幼保園、幼稚園 10園

・小学校 のべ12校

・中学校 のべ３校
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2
6
年
度
点
検
・
評
価
（
次
年
度
に
向
け
た
改
善
点
を
含
む
）

2
7
年
度
の
実
績

2
7
年
度
点
検
・
評
価
（
次
年
度
に
向
け
た
改
善
点
を
含
む
）

１ １ １

教
育
委
員
会
の
会

議
の
運
営
及
び
運

営
改
善

○
定
例
会
で
は
、
委
員
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
理
念
や
意
見

を
基
に
、
活
発
な
議
論
が
さ
れ
て
お
り
、
必
要
に
応
じ
て
臨

時
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
教
育
行
政
に
生
か
す
こ
と
が
期

待
で
き
る
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。

○
園
・
学
校
の
現
状
や
教
育
行
政
の
取
組
に
つ
い
て
の

最
新
情
報
を
提
供
し
、
教
育
委
員
の
方
々
か
ら
の
意
見

を
、
教
育
行
政
に
反
映
さ
せ
て
い
く
よ
う
努
め
て
い
く
。

○
2
7
年
度
は
、
毎
月
1
回
の
定
例
会
の
ほ
か
臨
時
会
を
４

回
開
催
し
、
協
議
事
項
合
計
4
2
件
に
つ
い
て
審
議
し
た
。

会
議
の
効
率
化
を
図
る
た
め
に
、
会
議
前
に
教
育
委
員

へ
の
資
料
配
布
及
び
事
前
説
明
を
行
っ
た
。

○
今
後
の
教
育
方
針
や
施
策
に
反
映
さ
せ
て
い
く
た
め

に
、
市
内
施
設
等
の
視
察
、
研
修
を
兼
ね
て
、
埋
蔵
文
化

財
セ
ン
タ
ー
（
８
月
）
、
松
ヶ
岡
（
1
1
月
）
で
移
動
教
育
委
員

会
を
開
催
し
た
。

〇
会
議
の
開
催
に
係
る
事
項
に
お
い
て
は
、
適
切
な
事

務
管
理
及
び
円
滑
な
運
営
が
な
さ
れ
た
。

〇
会
議
の
提
出
議
題
集
約
等
に
つ
い
て
、
効
率
的
な
手

法
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

２ １ １ １

教
育
委
員
会
の
会

議
の
公
開
、
保
護
者

や
地
域
住
民
へ
の

情
報
発
信

○
教
育
委
員
会
が
関
係
す
る
各
種
会
議
等
で
公
開
可
能

な
議
事
録
等
の
情
報
を
市
Ｈ
Ｐ
を
通
じ
て
公
開
し
た
。
教

育
委
員
会
定
例
会
等
に
つ
い
て
は
、
原
則
公
開
で
あ
り
、

昨
年
の
傍
聴
者
は
3
人
あ
っ
た
。
今
後
も
多
く
の
市
民
に

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
市
Ｈ
Ｐ
を
見
や
す
く
す
る

な
ど
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
く
。

○
市
の
Ｈ
Ｐ
や
告
示
に
よ
り
、
広
く
市
民
に
教
育
委
員
会

定
例
会
等
の
日
程
を
広
報
す
る
と
と
も
に
、
定
例
会
や
臨

時
会
（
非
公
開
の
臨
時
会
を
除
く
｡)
の
議
事
録
・
行
事
等
を

市
Ｈ
Ｐ
で
公
開
し
、
毎
月
更
新
し
、
情
報
発
信
に
努
め
た
。

○
教
育
委
員
会
定
例
会
（
臨
時
会
）
の
開
催
に
係
る
教
育

委
員
会
告
示
及
び
市
Ｈ
Ｐ
に
よ
る
周
知
・
広
報
、
会
議
の

公
開
（
非
公
開
決
議
が
あ
っ
た
場
合
を
除
く
｡)
、
議
事
録
等

の
公
表
（
市
H
P
）
に
よ
り
、
広
く
市
民
へ
向
け
た
情
報
発
信

を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
引
き
続
き
、
よ
り
多
く
の
市

民
が
関
心
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
情
報
提
供
に
努
め
る
。

３ １ １

教
育
委
員
会
と
市
長

及
び
市
長
部
局
と
の

連
携

○
新
た
に
行
う
総
合
教
育
会
議
※
の
開
催
に
伴
い
、
人
づ

く
り
構
想
か
け
が
わ
推
進
本
部
会
議
※
の
開
催
回
数
や

協
議
内
容
等
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

○
2
7
年
度
か
ら
新
た
に
開
催
さ
れ
る
総
合
教
育
会
議
に

つ
い
て
、
事
務
局
と
な
る
市
長
部
局
と
連
携
し
て
行
っ
た
。

○
総
合
教
育
会
議
※
を
５
回
開
催
し
、
協
議
案
件
を
通
じ

て
、
市
長
部
局
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
教
育
施
策

に
関
す
る
全
庁
的
な
推
進
体
制
を
築
く
こ
と
が
で
き
た
。

○
人
づ
く
り
構
想
か
け
が
わ
推
進
本
部
会
議
※
を
開
催

し
、
よ
り
具
体
的
な
施
策
協
議
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

４ １
教
育
委
員
の
自
己

研
鑽

○
教
育
委
員
の
園
・
学
校
訪
問
を
通
し
て
、
教
育
現
場
の

現
状
や
課
題
等
を
把
握
し
、
今
後
の
教
育
行
政
に
生
か
し

て
い
く
目
を
養
う
こ
と
が
で
き
た
。

○
今
年
度
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
美
術
館
や
中
央
図
書
館
周

辺
の
整
備
等
文
化
施
設
ゾ
ー
ン
の
整
備
が
実
施
さ
れ
る

た
め
、
文
化
複
合
施
設
の
運
営
等
の
先
進
地
や
幼
児
教

育
の
視
察
等
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

○
教
育
委
員
の
幼
稚
園
、
小
中
学
校
へ
の
訪
問
を
年
2
4

回
実
施
し
た
。

○
京
都
市
教
育
委
員
会
、
京
都
市
立
御
池
中
学
校
及
び

御
所
南
小
学
校
を
訪
問
し
、
小
中
一
貫
教
育
の
理
念
、
考

え
方
等
に
関
し
研
修
し
た
。
併
せ
て
、
京
都
市
中
央
図
書

館
を
視
察
し
、
今
後
の
図
書
館
事
業
の
推
進
の
た
め
、
先

進
地
の
運
営
方
針
や
事
業
取
組
に
関
し
研
修
し
た
。

○
教
育
委
員
が
幼
稚
園
、
小
中
学
校
を
訪
問
す
る
こ
と
に

よ
り
、
教
育
現
場
の
実
態
を
確
認
す
る
機
会
と
な
っ
た
。

○
京
都
市
教
育
委
員
会
、
京
都
市
立
御
池
中
学
校
及
び

御
所
南
小
学
校
並
び
に
京
都
市
中
央
図
書
館
を
視
察

し
、
小
中
一
貫
教
育
の
理
念
、
図
書
館
事
業
の
運
営
手

法
等
を
研
修
し
た
こ
と
に
よ
り
、
次
年
度
以
降
の
施
策
協

議
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
。

５ １ １

「よ
り
よ
い
教
育
の

た
め
の
円
卓
熟
議
」

の
開
催

○
「
か
け
が
わ
学
力
向
上
も
の
が
た
り
※
」
を
テ
ー
マ
と

し
、
各
校
の
学
力
向
上
の
取
組
や
い
じ
め
の
現
状
・
課
題

に
つ
い
て
、
小
中
学
校
中
堅
教
員
1
0
名
と
教
育
委
員
と

「
熟
議
」
を
行
い
、
学
び
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
※
を

重
視
し
た
授
業
な
ど
掛
川
市
な
ら
で
は
の
新
た
な
学
び
の

プ
ロ
セ
ス
へ
の
転
換
を
図
る
取
り
組
み
や
、
現
在
学
校
が

抱
え
て
い
る
教
育
課
題
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
た
。

○
第
６
回
と
な
る
2
７
年
度
は
、
「
我
が
校
の
特
色
あ
る
生

徒
会
活
動
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
各
中
学
校
の
生
徒
会
長
（
２

年
生
）
９
名
と
の
熟
議
を
1
0
月
1
9
日
（
月
）
に
開
催
し
た
。

○
「
我
が
校
の
特
色
あ
る
生
徒
会
活
動
」
を
テ
ー
マ
と
し
、

各
生
徒
会
長
か
ら
具
体
的
な
活
動
の
紹
介
を
行
っ
た
。
ま

た
、
中
学
校
生
活
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
生
徒
会
が
取
り

組
む
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
、
生
徒
会
長
が
教
育
委
員
と
意

見
交
換
す
る
こ
と
で
、
生
徒
の
目
線
か
ら
見
た
学
校
の
課

題
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

平
成
2
7
年
度
事
業
　
点
検
・
評
価
シ
ー
ト

　
Ⅲ
　
点
検
・
評
価
の
結
果

活
動
項
目

１
　
教
育
委
員
会
の
活
動
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2
6
年
度
点
検
・
評
価
（
次
年
度
に
向
け
た
改
善
点
を
含
む
）

2
7
年
度
の
実
績

2
7
年
度
点
検
・
評
価
（
次
年
度
に
向
け
た
改
善
点
を
含
む
）

６ １
「吉
岡
彌
生
※
賞
」

の
創
設

○
今
後
、
東
京
女
子
医
科
大
学
や
関
係
団
体
で
あ
る
至

誠
会
（
Ｏ
Ｂ
会
）
、
日
本
女
医
会
等
へ
の
主
催
及
び
後
援

を
了
承
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
募
金
活
動
を
行
い
、
基
金
造

成
に
努
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

○
東
京
女
子
医
科
大
学
へ
の
主
催
、
至
誠
会
、
日
本
女

医
会
等
へ
の
後
援
を
そ
れ
ぞ
れ
了
承
い
た
だ
い
た
。

〇
推
進
財
源
の
基
盤
と
な
る
吉
岡
彌
生
顕
彰
基
金
条
例

を
制
定
し
た
。

実
施
へ
向
け
て
の
関
係
機
関
と
の
協
議
を
終
え
た
。
今
後

は
、
実
施
要
項
を
精
査
の
上
、
作
品
募
集
に
関
す
る
広
報

（
媒
体
、
時
期
等
）
に
つ
い
て
、
よ
り
効
果
的
な
手
法
を
探

る
。

７ １
「か
け
が
わ
教
育
の

日
※
」の
開
催

○
参
加
い
た
だ
い
た
約
6
5
0
名
の
市
民
に
、
報
徳
の
教
え

や
中
学
校
区
学
園
化
構
想
※
の
取
り
組
み
な
ど
を
知
っ

て
い
た
だ
き
、
家
庭
教
育
を
考
え
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
「
た
い
へ
ん
よ
か
っ
た
」
「
よ
か
っ

た
」
が
全
体
の
9
9
％
と
非
常
に
高
い
評
価
で
あ
っ
た
。

○
全
体
と
し
て
は
1
0
分
程
超
過
し
た
。
参
加
者
か
ら
の
苦

情
等
は
な
か
っ
た
が
、
今
後
は
、
時
間
通
り
進
め
ら
れ
る

よ
う
内
容
等
を
吟
味
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

○
９
回
目
と
な
る
2
7
年
度
は
「
読
書
」
を
テ
ー
マ
に
、
開
会

行
事
（
実
践
発
表
等
）
、
基
調
講
演
の
2
部
構
成
で
開
催

し
、
約
6
0
0
名
の
市
民
が
参
加
し
た
。
内
容
は
、
横
須
賀
幼

稚
園
の
「
茶
金
ち
ゃ
ん
音
頭
」
、
社
会
教
育
委
員
会
の
実

践
発
表
、
「
世
界
一
短
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
表
彰
、
ノ
ン
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
作
家
で
あ
る
柳
田
邦
男
氏
の
基
調
講
演
を
行
っ

た
。

○
か
け
が
わ
お
茶
の
間
宣
言
※
や
学
園
化
な
ど
の
掛
川

な
ら
で
は
の
取
組
を
市
民
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
家
庭
教

育
の
大
切
さ
や
読
書
教
育
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
る
良
い

機
会
と
な
っ
た
。

○
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
「
大
変
よ
か
っ
た
」
「
よ
か
っ
た
」

が
９
６
％
を
占
め
て
お
り
、
非
常
に
高
い
評
価
で
あ
っ
た
。

○
時
間
配
分
や
内
容
の
精
選
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
次
年

度
は
、
第
１
０
回
と
い
う
節
目
の
記
念
大
会
と
な
る
た
め
、

一
工
夫
し
た
内
容
で
構
成
し
た
い
。

８ １ １

掛
川
市
中
学
校
区

学
園
化
構
想
※
の

推
進

○
学
園
化
2
年
目
と
し
て
、
一
貫
教
育
研
修
の
取
り
組
み

や
園
・
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
飛
躍
的
に
向
上

し
、
地
域
ぐ
る
み
の
教
育
の
推
進
が
図
ら
れ
た
。

○
「
か
け
が
わ
学
園
放
送
※
」
や
「
か
け
が
わ
教
育
の
日

※
」
で
の
「
中
学
校
区
学
園
化
構
想
※
」
の
実
践
発
表
、
ク

リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
作
成
す
る
な
ど
、
普
及
推
進
活
動
に
努

め
、
園
・
学
校
支
援
の
延
べ
日
数
や
延
べ
人
数
の
向
上
な

ど
活
動
の
活
発
化
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

○
市
Ｈ
Ｐ
に
構
築
し
た
「
か
け
が
わ
学
園
放
送
※
」
や
「
広

報
プ
ラ
ス
O
N
E
」
で
、
各
学
園
の
活
動
や
情
報
の
発
信
に

努
め
た
。

○
「
中
学
校
区
学
園
化
構
想
※
」
を
紹
介
す
る
ク
リ
ア
フ
ァ

イ
ル
を
配
付
し
て
、
活
動
の
普
及
促
進
を
図
っ
た
。

○
中
学
校
区
学
園
化
推
進
連
絡
協
議
会
を
年
3
回
、
地
域

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
※
研
修
会
を
年
2
回
開
催
し
た
。

○
「
学
園
化
事
業
」
を
定
着
さ
せ
る
と
と
も
に
、
「
地
域
の
子

ど
も
は
地
域
で
育
て
る
」
活
動
の
充
実
を
図
り
、
地
域
の

特
色
が
光
る
各
学
園
の
教
育
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

○
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
業
務
内
容
に
つ
い
て
、
子

ど
も
育
成
支
援
協
議
会
※
の
運
営
や
事
務
処
理
を
、
事

務
局
の
学
校
が
行
っ
て
い
る
学
園
が
あ
る
。
地
域
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
意
識
改
革
と
共
通
理
解
を
図
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

○
各
地
区
と
も
に
、
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
人
材
発

掘
が
急
務
で
あ
る
。

９ １ １

「か
け
が
わ
お
茶
の

間
宣
言
※
」の
普
及

推
進

○
市
民
へ
の
「
宣
言
」
の
普
及
推
進
に
努
め
、
各
家
庭
に

お
い
て
「
我
が
家
の
お
茶
の
間
宣
言
」
を
掲
げ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
、
園
・
学
校
だ
け
で
な
く
学
園
化
活
動
と
し
て
地
域

に
向
け
て
推
進
し
て
い
く
と
と
も
に
、
今
後
も
、
継
続
的
に

各
種
研
修
会
に
お
い
て
、
「
宣
言
」
（
Ａ
4
版
）
や
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
（
名
刺
サ
イ
ズ
）
、
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
等
を
配
布
し
て
Ｐ
Ｒ
し

た
り
、
市
民
団
体
や
事
業
所
等
へ
の
協
賛
者
を
募
集
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

○
普
及
促
進
の
た
め
、
「
世
界
一
短
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
そ

の
挿
絵
を
盛
り
込
ん
だ
「
お
茶
の
間
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
作
成

し
、
学
校
、
教
育
団
体
、
ｌ教
育
関
係
者
等
に
配
付
し
た
。

ま
た
、
市
Ｈ
Ｐ
に
も
掲
載
し
て
、
市
民
に
も
周
知
し
た
。

○
お
茶
の
間
宣
言
※
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
の
協
賛
者
を
事
業

所
等
へ
募
集
し
、
掛
川
茶
商
協
同
組
合
と
の
協
働
で
ク
リ

ア
フ
ァ
イ
ル
を
作
成
し
、
2
7
年
度
小
中
学
校
新
入
生

（
2
,1
3
5
名
）
へ
贈
呈
し
た
。

○
「
お
茶
の
間
カ
レ
ン
ダ
ー
」
に
つ
い
て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
挿

絵
の
他
に
、
教
育
委
員
会
が
予
定
し
て
い
る
行
事
な
ど
を

入
れ
る
工
夫
も
し
た
た
め
、
大
変
好
評
で
あ
っ
た
。
次
年

度
も
引
き
続
き
作
成
し
て
い
き
た
い
。

○
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
（
名
刺
サ
イ
ズ
）
、
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
等
で
Ｐ

Ｒ
す
る
た
め
に
、
市
民
団
体
や
事
業
所
等
へ
の
協
賛
者
を

さ
ら
に
追
加
募
集
し
て
い
き
た
い
。

○
「
か
け
が
わ
お
茶
の
間
宣
言
※
」
が
で
き
て
３
年
目
と
な

る
た
め
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
視
野
に
入
れ
て
検
討
し
た
い
。

活
動
項
目
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26
年

度
点

検
・評

価
（次

年
度

に
向

け
た

改
善

点
を

含
む

）
27

年
度

点
検

・評
価

（次
年

度
に

向
け

た
改

善
点

を
含

む
）

１ １ １

「
生

き
る

力
」
の

基
礎

を
育

む
教

育
内

容
の

充
実

〇
年

5回
の

園
長

会
は

、
施

策
推

進
の

た
め

の
取

り
組

み
を

伝
え

る
良

い
機

会
と

な
っ

た
。

○
園

の
教

育
課

題
か

ら
出

さ
れ

た
協

議
事

項
に

つ
い

て
研

修
し

た
こ

と
で

、
的

を
絞

っ
て

研
修

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
○

参
観

会
や

家
庭

通
信

で
、

保
護

者
に

も
幼

児
期

の
運

動
遊

び
の

必
要

性
を

伝
え

、
ア

ク
テ

ィ
ブ

･チ
ャ

イ
ル

ド
･プ

ロ
グ

ラ
ム

※
の

推
進

に
努

め
た

。
各

園
の

取
り

組
み

を
今

後
の

指
導

に
生

か
し

て
い

く
た

め
に

、
各

園
の

実
践

や
支

援
方

法
を

ア
ク

テ
ィ

ブ
･チ

ャ
イ

ル
ド

･実
践

集
と

し
て

ま
と

め
て

く
必

要
が

あ
る

。

〇
年

5回
の

園
長

会
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

市
の

施
策

の
周

知
や

推
進

の
た

め
の

具
体

的
な

取
り

組
み

内
容

を
伝

え
る

良
い

機
会

と
な

っ
た

。
今

後
は

、
全

園
に

配
布

し
た

預
か

り
保

育
※

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

周
知

に
努

め
、

預
か

り
保

育
も

含
め

た
教

育
内

容
の

充
実

に
努

め
て

い
く
。

○
今

後
も

、
園

訪
問

や
研

修
等

で
の

指
導

に
よ

り
、

教
育

内
容

や
指

導
方

法
の

充
実

に
努

め
る

。
○

運
動

遊
び

の
重

要
性

に
つ

い
て

、
職

員
の

意
識

を
高

め
る

と
共

に
、

市
内

職
員

の
共

通
理

解
を

図
る

こ
と

が
出

来
た

。
今

後
も

園
で

継
続

し
て

取
り

組
ん

で
い

く
と

共
に

、
保

護
者

へ
の

啓
発

に
つ

い
て

更
に

進
め

て
い

く
。

２ １
幼

児
教

育
士

の
資

質
・
意

欲
の

向
上

○
各

研
修

の
そ

れ
ぞ

れ
の

テ
ー

マ
に

つ
い

て
、

資
料

を
作

成
し

グ
ル

ー
プ

協
議

で
深

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
今

後
も

今
日

的
課

題
を

踏
ま

え
た

内
容

を
取

り
入

れ
、

さ
ら

に
職

員
の

資
質

向
上

に
努

め
て

い
く
。

○
新

た
に

、
特

別
支

援
教

育
の

勉
強

会
を

計
画

し
、

積
極

的
に

取
り

組
ん

で
い

る
園

の
実

践
に

つ
い

て
各

園
に

知
ら

せ
る

こ
と

で
、

幼
児

教
育

士
と

し
て

の
専

門
性

を
高

め
て

い
く
こ

と
が

で
き

た
。

今
後

も
研

修
内

容
を

工
夫

し
な

が
ら

引
き

続
き

取
り

組
ん

で
い

く
こ

と
で

、
各

園
の

特
別

支
援

教
育

の
充

実
に

努
め

て
い

く
。

○
各

研
修

に
テ

ー
マ

を
設

定
し

、
そ

れ
に

基
づ

い
て

資
料

作
成

や
グ

ル
ー

プ
協

議
を

実
施

し
た

こ
と

に
よ

り
、

職
員

の
指

導
力

向
上

に
努

め
た

。
今

後
も

経
験

別
に

研
修

を
実

施
し

、
職

員
の

資
質

向
上

に
努

め
て

い
く
。

○
支

援
を

要
す

る
園

児
が

増
加

傾
向

に
あ

り
、

園
や

関
係

機
関

と
の

連
携

指
導

が
よ

り
重

要
に

な
っ

て
い

る
。

○
グ

ル
ー

プ
協

議
や

事
例

検
討

会
で

は
、

加
配

職
員

の
支

援
方

法
を

確
認

し
合

い
、

園
内

の
支

援
充

実
に

つ
な

げ
て

い
く
こ

と
が

出
来

た
。

今
後

も
引

き
続

き
取

り
組

ん
で

い
く
こ

と
で

、
特

別
支

援
教

育
の

充
実

に
努

め
て

い
く
。

○
年

３
回

の
委

員
会

や
巡

回
相

談
は

関
係

機
関

と
の

連
携

強
化

に
つ

な
が

っ
た

。

３ １
安

全
・
安

心
な

園
環

境
の

整
備

○
今

後
も

、
各

園
の

防
災

･安
全

管
理

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
見

直
し

を
継

続
的

に
行

い
、

職
員

の
共

通
理

解
の

も
と

に
取

り
組

ん
で

い
く
。

○
園

長
会

や
園

務
主

任
研

修
会

で
周

知
を

図
っ

た
こ

と
に

よ
り

、
食

物
ア

レ
ル

ギ
ー

児
へ

の
対

応
の

理
解

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
引

き
続

き
、

情
報

の
把

握
、

共
有

、
事

故
防

止
、

緊
急

時
の

対
応

等
、

ス
ム

ー
ズ

な
運

用
を

目
指

し
、

園
内

の
安

全
意

識
を

高
め

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
○

施
設

の
老

朽
化

に
伴

い
､修

理
箇

所
や

危
険

箇
所

が
増

え
て

い
る

た
め

、
引

き
続

き
施

設
の

安
全

確
認

を
行

い
、

園
舎

や
遊

具
の

修
繕

･塗
装

等
、

必
要

な
施

設
補

修
に

取
り

組
ん

で
い

く
。

○
今

後
も

、
各

園
の

防
災

･安
全

管
理

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
見

直
し

を
継

続
的

に
行

い
、

園
内

で
の

周
知

の
徹

底
を

図
り

、
取

り
組

ん
で

い
く
。

○
園

と
こ

ど
も

希
望

課
、

学
務

課
が

情
報

を
共

有
す

る
こ

と
で

、
事

故
報

告
や

そ
の

後
の

対
応

が
ス

ム
ー

ズ
に

な
っ

た
。

今
後

も
、

情
報

の
把

握
や

共
有

に
努

め
る

と
と

も
に

、
園

内
で

職
員

が
情

報
を

共
有

し
、

安
全

意
識

を
も

っ
て

取
り

組
ん

で
い

く
。

○
施

設
の

修
理

箇
所

や
危

険
箇

所
等

、
引

き
続

き
安

全
確

認
を

行
い

、
園

舎
や

遊
具

の
修

繕
･塗

装
等

、
必

要
な

施
設

補
修

に
取

り
組

ん
で

い
く
。

ま
た

、
預

か
り

保
育

充
実

の
た

め
に

、
必

要
な

施
設

整
備

を
行

う
。

２
　

幼
児

教
育

施
策

項
目

27
年

度
の

実
績

○
掛

川
市

乳
幼

児
教

育
施

策
推

進
の

た
め

の
具

現
化

指
導

と
し

て
、

市
立

園
長

会
を

年
5回

実
施

し
、

3月
に

各
園

か
ら

の
「園

経
営

反
省

」を
取

り
ま

と
め

た
。

○
市

立
11

園
に

つ
い

て
11

回
の

訪
問

指
導

と
園

長
・園

務
主

任
と

の
面

接
を

実
施

。
園

内
研

修
で

は
、

協
議

内
容

に
つ

い
て

指
導

を
行

っ
た

。
○

土
方

幼
稚

園
で

は
、

幼
児

期
に

お
け

る
運

動
遊

び
の

推
進

事
業

と
し

て
、

教
育

委
員

会
指

定
研

究
発

表
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

各
園

の
実

践
を

「ア
ク

テ
ィ

ブ
・チ

ャ
イ

ル
ド

実
践

集
」と

し
て

、
1冊

に
ま

と
め

た
。

茶
飲

み
や

金
次

郎
の

曲
に

振
り

付
け

を
し

、
各

園
の

保
育

に
取

り
入

れ
る

こ
と

で
、

園
児

や
保

護
者

に
も

体
を

動
か

す
の

大
切

さ
の

周
知

に
努

め
た

。

○
管

理
職

研
、

園
務

主
任

研
、

リ
ー

ダ
ー

研
、

特
別

支
援

教
育

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

研
、

新
採

(非
常

勤
)研

な
ど

、
職

種
別

、
経

験
別

研
修

を
実

施
し

た
。

○
発

達
相

談
員

※
2人

、
幼

児
こ

と
ば

の
教

室
※

指
導

員
4人

体
制

に
よ

り
、

各
園

へ
の

指
導

や
連

携
を

推
進

し
た

。
指

導
員

の
園

訪
問

、
4歳

児
一

斉
こ

と
ば

の
検

査
を

実
施

し
た

。
○

特
別

支
援

教
育

推
進

の
た

め
、

幼
児

教
育

士
の

資
質

向
上

を
図

る
要

支
援

児
担

当
職

員
の

研
修

を
年

３
回

、
保

育
参

観
・事

例
検

討
会

を
１

回
実

施
し

た
。

○
市

在
園

発
達

支
援

児
保

育
指

導
委

員
会

(年
3回

)、
巡

回
相

談
(年

2回
）を

実
施

し
た

。
支

援
児

の
実

態
把

握
に

努
め

た
。

○
年

間
安

全
計

画
、

安
全

マ
ッ

プ
、

安
全

指
導

に
関

す
る

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

見
直

し
と

活
用

を
行

っ
た

。
災

害
時

に
対

応
で

き
る

よ
う

に
、

防
災

無
線

に
よ

る
伝

達
訓

練
を

年
２

回
実

施
し

た
。

○
食

物
ア

レ
ル

ギ
ー

対
応

指
針

の
周

知
に

努
め

、
「学

校
生

活
管

理
指

導
表

※
」や

取
り

組
み

プ
ラ

ン
、

事
故

報
告

書
を

提
出

し
て

も
ら

う
こ

と
で

、
課

や
学

務
課

と
の

連
携

強
化

に
努

め
た

。
○

施
設

の
安

全
確

認
を

行
い

、
必

要
な

施
設

補
修

に
取

り
組

ん
だ

。
大

坂
幼

稚
園

・横
須

賀
幼

稚
園

の
プ

ー
ル

塗
装

や
土

方
幼

稚
園

駐
車

場
の

舗
装

、
そ

の
他

遊
具

や
園

舎
の

少
額

修
理

を
優

先
順

位
に

基
づ

い
て

行
っ

た
。
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26
年

度
点

検
・評

価
（次

年
度

に
向

け
た

改
善

点
を

含
む

）
27

年
度

点
検

・評
価

（次
年

度
に

向
け

た
改

善
点

を
含

む
）

４ １
家

庭
や

地
域

等
と

連
携

し
た

園

○
保

育
参

加
や

子
育

て
相

談
の

実
施

だ
け

で
な

く
、

保
護

者
の

子
育

て
充

実
に

つ
な

が
る

よ
う

な
子

育
て

情
報

を
提

供
出

来
る

よ
う

、
各

園
家

庭
通

信
の

工
夫

に
努

め
た

。
今

後
も

、
継

続
し

て
親

子
･家

族
の

ふ
れ

あ
い

が
充

実
す

る
よ

う
、

具
体

的
な

働
き

か
け

を
行

っ
て

い
く
。

○
学

校
評

価
で

は
、

結
果

か
ら

課
題

を
出

し
、

改
善

点
に

つ
な

げ
て

い
く
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

園
の

経
営

方
針

に
つ

い
て

も
、

具
体

的
に

知
ら

せ
て

い
く
必

要
が

あ
る

。
○

今
後

も
、

近
隣

の
小

・中
学

校
と

の
連

携
を

積
極

的
に

行
い

、
地

域
の

人
材

や
地

域
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

活
用

し
な

が
ら

、
学

園
化

構
想

の
推

進
に

努
め

る
必

要
が

あ
る

。

○
園

ご
と

に
説

明
会

を
実

施
し

、
質

問
に

丁
寧

に
答

え
て

い
っ

た
こ

と
で

、
預

か
り

保
育

※
の

周
知

を
図

る
こ

と
が

出
来

た
。

今
後

就
労

の
保

護
者

が
増

加
す

る
こ

と
を

考
慮

し
、

保
育

参
加

内
容

や
家

庭
へ

の
働

き
か

け
を

工
夫

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。
○

各
園

の
通

信
を

参
考

に
、

お
互

い
保

護
者

へ
の

分
か

り
や

す
い

通
信

に
努

め
て

い
く
こ

と
が

出
来

た
。

今
後

、
学

校
評

価
に

つ
い

て
は

、
預

か
り

保
育

を
含

め
た

評
価

を
実

施
し

て
い

く
。

○
今

後
も

、
中

学
校

区
の

保
・小

・中
学

校
と

の
連

携
を

積
極

的
に

行
い

、
地

域
の

人
材

や
地

域
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

活
用

し
な

が
ら

、
学

園
化

構
想

の
推

進
に

努
め

て
い

く
。

５ １
保

育
一

元
※

・
幼

保
一

体
化

※
の

推
進

○
幼

保
園

※
連

絡
会

で
の

各
園

か
ら

の
成

果
と

課
題

発
表

に
よ

り
、

安
定

し
た

園
運

営
が

実
施

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

把
握

で
き

た
。

ま
た

、
保

護
者

ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
果

か
ら

も
、

幼
保

園
と

し
て

の
運

営
が

安
定

し
て

い
る

こ
と

が
伺

え
た

。
○

今
後

も
、

土
方

幼
と

中
幼

、
大

坂
幼

と
睦

浜
幼

の
交

流
活

動
だ

け
で

な
く
、

近
隣

の
保

・幼
の

交
流

も
年

に
数

回
実

施
し

、
充

実
し

た
交

流
活

動
と

な
る

よ
う

工
夫

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

○
27

年
度

以
降

は
、

子
ど

も
子

育
て

会
議

に
お

い
て

、
計

画
の

進
捗

管
理

を
行

う
必

要
が

あ
る

。

○
園

訪
問

に
よ

り
、

園
の

実
態

把
握

、
今

後
の

取
り

組
み

を
伺

う
こ

と
が

出
来

た
。

保
護

者
ア

ン
ケ

ー
ト

で
は

、
園

運
営

の
満

足
度

は
９

６
％

で
、

幼
保

園
※

と
し

て
の

運
営

が
安

定
し

て
い

る
こ

と
が

伺
え

た
。

○
今

後
は

、
近

隣
の

保
・幼

の
園

児
交

流
も

年
に

数
回

実
施

す
る

と
と

も
に

、
職

員
間

の
交

流
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

お
互

い
の

保
育

理
解

に
努

め
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
○

推
進

委
員

会
で

の
内

容
や

今
後

の
取

り
組

み
に

つ
い

て
地

域
住

民
や

職
員

へ
の

周
知

を
図

り
な

が
ら

、
取

り
組

ん
で

い
く
必

要
が

あ
る

。

施
策

項
目

27
年

度
の

実
績

○
私

立
幼

保
園

※
と

の
協

定
に

基
づ

き
、

各
園

か
ら

園
経

営
書

・教
育

課
程

編
成

調
査

表
、

「乳
幼

児
の

育
ち

」「
職

員
」に

か
か

わ
る

成
果

と
課

題
を

提
出

し
て

も
ら

い
、

園
運

営
の

た
め

の
訪

問
指

導
を

各
園

年
1回

実
施

し
た

。
運

営
に

関
わ

る
連

絡
会

を
2月

に
1回

実
施

し
た

。
○

土
方

幼
と

中
幼

4回
、

大
坂

幼
と

睦
浜

幼
3回

の
交

流
活

動
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

大
浜

中
学

校
区

、
城

東
中

学
校

区
ご

と
、

幼
保

交
流

を
実

施
し

た
。

○
大

東
大

須
賀

区
域

認
定

こ
ど

も
園

化
に

向
け

た
推

進
委

員
会

を
３

回
、

庁
内

委
員

会
・ワ

ー
キ

ン
グ

を
２

回
実

施
し

、
進

捗
状

況
を

職
員

へ
も

周
知

し
た

。

○
親

子
触

れ
合

い
の

具
体

例
や

推
薦

絵
本

を
紹

介
す

る
等

、
園

の
実

態
に

添
っ

た
働

き
か

け
を

行
っ

た
。

ま
た

、
年

2回
の

園
長

管
理

職
研

修
会

で
、

保
護

者
支

援
と

預
か

り
保

育
実

施
に

つ
い

て
の

研
修

を
深

め
、

全
職

員
と

保
護

者
に

預
か

り
保

育
実

施
に

つ
い

て
の

説
明

会
を

実
施

し
た

。
○

全
園

年
1回

以
上

の
保

護
者

ア
ン

ケ
ー

ト
、

学
校

関
係

者
評

価
※

、
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

を
反

映
し

た
自

己
評

価
を

実
施

し
た

。
ま

た
他

園
の

通
信

か
ら

保
護

者
へ

の
啓

発
の

工
夫

に
つ

な
げ

て
い

け
る

よ
う

に
、

全
園

の
園

だ
よ

り
を

各
園

に
配

布
し

た
。

○
地

域
の

人
材

や
地

域
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

活
用

し
た

生
活

体
験

を
進

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
さ

ら
に

、
各

家
庭

の
「お

茶
の

間
」づ

く
り

推
進

に
努

め
、

各
園

か
ら

家
庭

や
地

域
に

発
信

し
た

。

-8-



指
　

　
標

26
年

度
末

現
状

値
27

年
度

末
目

標
値

27
年

度
末

現
状

値
27

年
度

点
検

・評
価

（次
年

度
に

向
け

た
改

善
点

を
含

む
）

① １ １

「
生

き
る

力
」
の

基
礎

を
育

む
教

育
内

容
の

充
実

園
運

営
に

満
足

し
て

い
る

保
護

者
の

割
合

97
%

98
%

97
%

○
保

護
者

の
満

足
度

調
査

は
、

昨
年

度
と

同
様

97
％

と
高

い
評

価
だ

っ
た

。
昨

年
度

の
学

校
評

価
結

果
か

ら
、

園
の

課
題

や
改

善
点

を
出

し
、

園
運

営
に

反
映

し
て

取
り

組
ん

で
き

た
こ

と
が

、
教

育
内

容
の

充
実

や
具

体
的

な
支

援
に

つ
な

が
り

、
高

い
評

価
と

な
っ

て
い

る
と

考
え

ら
れ

る
。

今
後

も
研

修
内

容
の

更
な

る
充

実
に

よ
り

、
職

員
の

資
質

向
上

に
努

め
、

教
育

課
程

や
指

導
計

画
の

作
成

、
具

体
的

な
指

導
、

環
境

構
成

に
努

め
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

② １
幼

児
教

育
士

の
資

質
・
意

欲
の

向
上

特
別

支
援

連
携

指
導

に
満

足
し

て
い

る
園

の
割

合
93

%
95

%
93

%

○
要

支
援

児
の

増
加

に
対

応
で

き
る

よ
う

、
２

教
室

が
連

携
し

な
が

ら
グ

ル
ー

プ
指

導
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

こ
と

ば
の

教
室

の
グ

ル
ー

プ
教

室
利

用
児

を
増

加
し

た
り

、
園

の
要

望
に

対
応

し
た

り
す

る
こ

と
が

可
能

と
な

り
、

園
や

保
護

者
と

の
連

携
に

つ
な

が
っ

た
。

今
後

も
、

園
と

療
育

機
関

、
幼

児
こ

と
ば

の
教

室
※

の
連

携
に

努
め

て
い

く
。

○
要

支
援

児
担

当
職

員
研

修
を

開
催

し
た

こ
と

で
、

加
配

職
員

の
支

援
に

対
す

る
意

識
を

高
め

、
担

任
と

連
携

し
て

取
り

組
む

体
制

と
な

り
、

職
員

全
体

の
資

質
向

上
に

つ
な

が
っ

た
。

○
各

園
で

は
園

内
委

員
会

を
開

催
し

、
具

体
的

な
支

援
を

園
全

体
で

考
え

る
支

援
体

制
づ

く
り

に
今

後
も

取
り

組
ん

で
い

く
必

要
が

あ
る

。

③ １
家

庭
や

地
域

等
と

連
携

し
た

園
安

心
し

て
子

育
て

が
で

き
る

と
感

じ
て

い
る

保
護

者
の

割
合

97
%

93
%

97
%

○
園

の
目

標
や

取
り

組
み

、
家

庭
で

の
お

茶
の

間
づ

く
り

の
ヒ

ン
ト

を
分

か
り

や
す

く
伝

え
る

家
庭

通
信

に
努

め
た

こ
と

が
、

子
育

て
支

援
と

な
っ

た
。

○
預

か
り

保
育

※
を

2人
体

制
で

保
育

す
る

こ
と

で
、

保
護

者
や

園
児

も
安

心
し

て
利

用
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
今

後
は

全
園

で
実

施
す

る
預

か
り

保
育

に
安

心
し

て
預

け
る

こ
と

が
で

き
る

た
め

の
園

内
協

力
体

制
、

環
境

づ
く
り

に
努

め
て

い
く
。

○
多

様
化

し
て

き
て

い
る

保
護

者
の

要
望

に
対

応
し

、
園

の
運

営
や

教
育

方
針

を
具

体
的

に
示

し
な

が
ら

、
今

後
も

継
続

し
て

取
り

組
ん

で
い

く
必

要
が

あ
る

。

27
年

度
の

主
要

な
取

組
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３
　

学
校

教
育

26
年

度
点

検
・評

価
（次

年
度

に
向

け
た

改
善

点
を

含
む

）
27

年
度

点
検

・評
価

（次
年

度
に

向
け

た
改

善
点

を
含

む
）

１ １

「
確

か
な

学
力

」
の

向
上

を
目

指
す

学
校

○
学

力
向

上
に

向
け

て
、

個
の

指
導

が
充

実
す

る
よ

う
に

、
各

校
が

学
力

向
上

プ
ラ

ン
を

作
成

し
、

計
画

的
に

進
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

今
後

は
、

学
力

向
上

も
の

が
た

り
の

成
果

を
学

校
･家

庭
・地

域
に

浸
透

さ
せ

て
い

く
こ

と
が

課
題

で
あ

る
。

○
今

後
も

学
校

訪
問

や
研

修
等

で
支

援
・指

導
を

す
る

こ
と

で
、

学
び

の
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
※

が
浸

透
し

、
授

業
改

善
が

よ
り

一
層

進
む

よ
う

に
努

め
る

。
○

総
合

的
な

学
習

の
時

間
等

に
外

部
か

ら
の

指
導

者
を

迎
え

た
り

、
地

域
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

を
活

用
し

た
り

し
て

児
童

生
徒

が
楽

し
く
学

べ
る

工
夫

を
継

続
し

て
行

う
。

○
学

力
向

上
に

向
け

て
、

「か
け

が
わ

学
力

向
上

も
の

が
た

り
※

」を
も

と
に

各
学

校
が

「我
が

校
も

の
が

た
り

※
」を

作
成

し
て

、
学

力
向

上
プ

ラ
ン

を
計

画
的

に
進

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
今

後
は

、
３

つ
の

も
の

が
た

り
の

成
果

を
学

校
・家

庭
・

地
域

に
一

層
浸

透
さ

せ
て

い
く
こ

と
が

課
題

で
あ

る
。

○
今

後
も

学
校

訪
問

や
研

修
等

で
支

援
・指

導
を

す
る

こ
と

で
、

学
び

の
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
※

及
び

「か
け

が
わ

型
ス

キ
ル

※
」が

浸
透

し
、

授
業

改
善

が
よ

り
一

層
進

む
よ

う
に

努
め

る
。

○
ＩＣ

Ｔ
を

活
用

し
た

支
援

方
法

の
研

究
と

推
進

に
努

め
る

。

２ １ １

豊
か

な
感

性
、

健
や

か
な

心
身

を
育

む
学

校

○
「か

け
が

わ
道

徳
※

」の
推

進
及

び
桜

が
丘

中
学

校
区

の
取

組
を

通
し

て
、

学
校

と
地

域
と

が
連

携
し

た
道

徳
教

育
を

推
進

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
今

後
も

全
教

員
が

「
か

け
が

わ
道

徳
※

」を
核

と
し

た
人

づ
く
り

に
努

め
て

い
く
。

○
学

校
司

書
の

配
置

を
増

や
す

こ
と

で
、

学
校

図
書

館
の

充
実

に
向

け
て

一
歩

前
進

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
今

後
も

、
学

校
司

書
の

配
置

や
図

書
館

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

の
充

実
、

図
書

館
の

活
用

推
進

を
図

り
、

「魅
力

の
あ

る
学

校
図

書
館

」を
目

指
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

家
庭

に
お

け
る

読
書

活
動

の
啓

発
に

つ
い

て
も

さ
ら

に
進

め
て

い
く
。

○
「か

け
が

わ
道

徳
※

」の
推

進
及

び
桜

が
丘

中
学

校
区

の
取

組
を

通
し

て
、

学
校

と
地

域
と

が
連

携
し

た
道

徳
教

育
を

推
進

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
地

域
の

人
材

や
素

材
を

生
か

し
た

人
づ

く
り

（か
け

が
わ

道
徳

※
）に

努
め

て
い

く
。

○
学

校
司

書
を

２
名

増
員

し
配

置
を

６
校

増
や

し
た

こ
と

で
、

学
校

図
書

館
の

充
実

の
た

め
の

環
境

が
整

い
つ

つ
あ

る
。

今
後

も
、

学
校

司
書

の
全

校
配

置
を

目
指

し
て

い
く
。

さ
ら

に
図

書
館

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

の
充

実
、

図
書

館
の

授
業

で
の

活
用

推
進

を
図

り
、

学
校

教
育

充
実

の
た

め
の

「魅
力

の
あ

る
学

校
図

書
館

」を
目

指
す

。
ま

た
、

子
ど

も
の

読
書

活
動

の
習

慣
化

の
た

め
に

、
家

庭
に

お
け

る
「お

茶
の

間
読

書
」活

動
の

啓
発

に
つ

い
て

も
継

続
し

て
進

め
て

い
く
。

３ １ １

家
庭

や
地

域
等

と
連

携
し

た
開

か
れ

た
学

校

○
中

学
校

区
学

園
化

が
順

調
に

進
み

、
学

校
と

連
携

し
て

活
動

す
る

保
護

者
や

地
域

の
方

々
が

確
実

に
増

加
し

て
き

て
い

る
。

○
学

生
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

つ
い

て
は

、
受

け
入

れ
で

き
る

内
容

を
精

査
し

、
募

集
し

て
い

く
。

〇
地

域
連

携
に

よ
る

学
校

を
支

援
す

る
活

動
や

地
域

の
子

ど
も

た
ち

を
健

や
か

に
育

む
た

め
の

活
動

を
通

じ
て

、
学

園
に

根
ざ

し
た

教
育

活
動

を
推

進
し

て
い

く
。

〇
地

域
の

大
人

が
持

っ
て

い
る

文
化

や
ス

キ
ル

を
子

ど
も

た
ち

に
伝

授
し

て
い

く
教

育
環

境
に

つ
い

て
研

究
を

進
め

る
。

施
策

項
目

27
年

度
の

実
績

○
26

年
度

に
引

き
続

き
、

市
教

委
で

は
「か

け
が

わ
学

力
向

上
も

の
が

た
り

※
」を

作
成

し
、

各
校

で
は

「我
が

校
の

も
の

が
た

り
※

」を
作

成
し

て
確

か
な

学
力

を
身

に
付

け
る

た
め

の
内

容
に

つ
い

て
明

確
に

し
た

。
ま

た
、

中
学

校
区

学
園

化
構

想
の

も
と

、
家

庭
地

域
と

の
連

携
を

図
り

、
「家

庭
の

も
の

が
た

り
※

」を
作

成
し

、
公

開
し

た
。

○
県

教
育

委
員

会
と

連
携

し
、

授
業

過
程

の
再

構
築

と
し

て
「導

入
を

短
く
ま

と
め

を
長

く
」「

押
さ

え
る

・仕
掛

け
る

・確
か

め
る

」の
視

点
で

授
業

改
善

を
始

め
、

言
語

活
動

の
充

実
や

学
び

の
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
※

が
浸

透
す

る
よ

う
学

校
訪

問
等

で
支

援
・指

導
を

し
た

。
○

環
境

政
策

課
と

共
同

で
推

進
し

た
環

境
楽

習
に

よ
り

総
合

的
な

学
習

の
時

間
に

講
師

を
派

遣
し

た
。

〇
生

活
科

や
総

合
的

な
学

習
の

時
間

等
で

は
、

「米
作

り
」

「お
茶

の
学

習
」「

防
災

訓
練

」「
手

当
て

学
」な

ど
の

学
習

に
お

い
て

、
地

域
の

優
れ

た
人

材
を

活
用

し
た

教
育

活
動

を
進

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
〇

学
生

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
つ

い
て

は
、

受
入

体
制

や
内

容
に

つ
い

て
検

討
を

重
ね

る
必

要
が

あ
る

。

○
26

年
度

に
引

き
続

き
、

実
践

的
な

態
度

を
培

う
道

徳
教

育
と

し
て

、
「か

け
が

わ
道

徳
※

」を
推

進
し

た
。

ま
た

、
桜

が
丘

中
学

校
区

で
実

践
研

究
発

表
を

行
っ

た
、

国
の

事
業

「道
徳

教
育

の
抜

本
的

改
善

・充
実

に
係

る
支

援
事

業
」を

通
じ

て
、

学
校

と
地

域
と

が
連

携
し

た
道

徳
教

育
の

充
実

を
目

指
し

て
取

り
組

ん
だ

。
○

豊
か

な
心

を
育

む
読

書
活

動
を

推
進

す
る

た
め

に
、

学
校

司
書

の
配

置
を

増
や

し
学

校
図

書
館

の
整

備
に

努
め

た
。

○
県

文
化

芸
術

振
興

事
業

と
連

携
し

、
全

て
の

中
学

校
に

お
い

て
プ

ロ
劇

団
の

演
劇

を
鑑

賞
し

、
本

物
に

ふ
れ

る
機

会
を

与
え

る
こ

と
が

で
き

た
。
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26
年

度
点

検
・評

価
（次

年
度

に
向

け
た

改
善

点
を

含
む

）
27

年
度

点
検

・評
価

（次
年

度
に

向
け

た
改

善
点

を
含

む
）

４
信

頼
さ

れ
る

学
校

○
指

導
主

事
の

研
修

会
実

施
に

よ
っ

て
、

学
校

を
支

援
す

る
体

制
の

強
化

が
図

れ
た

。
ま

た
、

各
種

研
修

会
を

実
施

し
、

教
師

の
専

門
性

・指
導

力
が

高
ま

る
よ

う
に

努
め

た
。

○
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
修

正
に

よ
っ

て
、

様
々

な
想

定
の

避
難

訓
練

を
実

施
す

る
な

ど
、

防
災

・減
災

教
育

を
推

進
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

今
後

は
、

学
校

と
自

主
防

災
会

が
連

携
し

た
活

動
を

推
進

し
、

児
童

生
徒

の
防

災
意

識
が

さ
ら

に
高

ま
る

よ
う

に
努

め
て

い
く
必

要
が

あ
る

。
○

授
業

が
楽

し
い

こ
と

に
加

え
、

い
じ

め
の

な
い

学
校

、
学

級
の

仲
間

と
の

人
間

関
係

が
よ

り
良

く
な

る
よ

う
指

導
の

充
実

を
図

っ
て

い
く
。

〇
初

任
者

研
修

な
ど

の
年

次
研

修
、

教
頭

研
修

や
生

徒
指

導
研

修
な

ど
の

職
位

や
担

当
に

応
じ

た
研

修
な

ど
、

学
校

に
お

け
る

課
題

に
応

じ
た

研
修

を
企

画
し

、
実

施
し

た
。

県
教

委
主

催
の

研
修

等
と

の
調

整
を

図
り

な
が

ら
、

現
場

の
加

重
負

担
に

な
ら

な
い

よ
う

進
め

て
い

く
。

〇
各

校
の

地
震

防
災

へ
の

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

点
検

し
、

自
校

化
を

進
め

た
。

課
題

と
な

っ
て

い
る

原
子

力
防

災
へ

の
対

応
を

進
め

て
い

く
。

○
い

じ
め

防
止

の
た

め
に

い
じ

め
防

止
対

策
推

進
委

員
会

等
の

取
組

を
継

続
し

て
い

く
。

５ １
安

全
・
安

心
な

教
育

環
境

の
整

備

○
土

方
小

学
校

校
舎

と
大

坂
小

学
校

屋
内

運
動

場
の

耐
力

度
調

査
の

結
果

、
老

朽
度

が
高

か
っ

た
た

め
、

改
築

す
る

方
針

を
決

め
、

設
計

等
実

施
に

向
け

て
の

作
業

を
進

め
て

い
く
。

ま
た

、
大

東
地

区
他

４
小

学
校

の
屋

内
運

動
場

も
同

様
の

建
物

で
あ

り
、

今
後

調
査

を
実

施
し

て
い

く
。

○
西

中
学

校
に

お
い

て
は

、
校

舎
を

増
築

す
る

こ
と

で
特

別
教

室
の

不
足

を
解

消
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

引
き

続
き

既
存

校
舎

の
改

造
工

事
を

行
い

、
教

室
の

適
正

配
置

と
普

通
教

室
の

不
足

を
解

消
し

、
事

業
を

完
了

さ
せ

る
。

○
第

二
小

学
校

と
和

田
岡

小
学

校
へ

の
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
の

設
置

等
に

よ
り

、
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
化

す
る

こ
と

で
児

童
の

学
校

生
活

に
お

け
る

障
害

を
解

消
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

○
中

央
小

学
校

校
舎

及
び

大
坂

小
学

校
屋

内
運

動
場

の
増

改
築

工
事

を
適

切
に

設
計

で
き

た
。

　
今

後
は

工
事

を
速

や
か

に
施

工
し

、
施

設
の

老
朽

化
対

策
を

推
進

し
て

い
く
。

○
千

浜
小

学
校

屋
内

運
動

場
に

つ
い

て
、

耐
力

度
調

査
が

完
了

し
、

施
設

の
状

況
を

把
握

で
き

た
。

　
今

後
は

そ
の

結
果

を
踏

ま
え

、
改

築
工

事
の

設
計

作
業

を
進

め
る

。
　

ま
た

大
東

地
区

他
３

校
の

屋
内

運
動

場
も

同
様

の
建

物
で

あ
り

、
今

後
調

査
を

実
施

し
て

い
く
。

○
西

中
学

校
と

大
須

賀
中

学
校

の
屋

内
運

動
場

の
既

存
天

井
を

撤
去

、
改

修
し

、
地

震
時

の
安

全
性

を
確

保
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

（事
業

完
了

）
○

西
中

学
校

の
教

室
等

改
造

工
事

が
計

画
ど

お
り

に
で

き
た

。
特

別
教

室
棟

増
築

工
事

と
合

わ
せ

て
教

室
不

足
の

解
消

と
適

正
配

置
が

で
き

た
。

（事
業

完
了

）

６ １
安

全
・
安

心
な

学
校

給
食

の
推

進

◯
ア

レ
ル

ギ
ー

及
び

ノ
ロ

ウ
ィ

ル
ス

研
修

会
、

調
理

従
事

者
全

員
を

対
象

と
し

た
年

1回
の

ノ
ロ

ウ
ィ

ル
ス

検
査

を
継

続
し

て
い

く
。

◯
27

年
3月

に
文

科
省

か
ら

示
さ

れ
た

「食
物

ア
レ

ル
ギ

ー
対

応
指

針
」
 に

基
づ

き
、

市
と

し
て

の
「基

本
方

針
」

を
年

度
末

ま
で

に
策

定
し

て
い

く
。

◯
地

場
農

産
物

を
必

要
量

確
保

す
る

こ
と

が
困

難
な

場
合

が
あ

る
た

め
、

市
場

の
状

況
と

献
立

の
連

携
を

更
に

図
り

、
地

場
農

産
物

の
活

用
を

推
進

し
て

い
く
。

◯
給

食
セ

ン
タ

ー
化

（6
,0

0
0食

/
日

)の
基

本
設

計
、

実
施

設
計

を
進

め
て

い
く
。

◯
ア

レ
ル

ギ
ー

及
び

ノ
ロ

ウ
ィ

ル
ス

研
修

会
、

調
理

従
事

者
全

員
を

対
象

と
し

た
年

１
回

の
ノ

ロ
ウ

ィ
ル

ス
検

査
を

継
続

し
て

い
く
。

◯
H

28
.4

に
運

用
開

始
す

る
「掛

川
市

学
校

給
食

に
お

け
る

食
物

ア
レ

ル
ギ

ー
対

応
の

手
引

き
」の

効
率

的
で

万
全

な
運

用
方

法
の

確
立

を
目

指
し

、
学

校
と

連
携

し
て

い
く
。

◯
地

場
農

産
物

を
必

要
量

確
保

す
る

こ
と

が
困

難
な

場
合

が
あ

る
た

め
、

市
場

の
状

況
と

献
立

の
連

携
を

更
に

図
り

、
地

場
農

産
物

の
活

用
を

推
進

し
て

い
く
。

◯
給

食
セ

ン
タ

ー
化

（6
,0

00
食

/日
)に

お
け

る
建

設
と

運
用

開
始

に
向

け
た

調
理

業
者

の
選

定
な

ど
準

備
を

進
め

て
い

く
。

◯
ア

レ
ル

ギ
ー

研
修

会
を

27
年

7月
28

日
に

開
催

し
、

学
校

給
食

従
事

者
85

人
が

参
加

し
た

。
ノ

ロ
ウ

ィ
ル

ス
研

修
会

に
つ

い
て

は
、

８
回

開
催

し
、

の
べ

41
6人

が
参

加
し

た
。

ま
た

、
ノ

ロ
ウ

ィ
ル

ス
検

査
を

１
人

１
回

以
上

実
施

し
た

。
◯

「食
物

ア
レ

ル
ギ

ー
対

応
指

針
」に

基
づ

き
、

｢掛
川

市
学

校
給

食
に

お
け

る
食

物
ア

レ
ル

ギ
ー

対
応

の
手

引
き

」を
作

成
し

た
。

（H
28

.4
に

運
用

を
開

始
す

る
。

）
◯

地
場

農
産

物
活

用
率

は
、

市
内

産
で

48
.9

％
、

県
内

産
で

70
.5

％
で

あ
っ

た
。

◯
老

朽
化

し
た

小
学

校
8調

理
場

の
給

食
セ

ン
タ

ー
化

の
設

計
業

務
(建

設
、

受
入

口
、

外
構

)、
用

地
取

得
を

行
っ

た
。

○
老

朽
化

が
著

し
い

中
央

小
学

校
校

舎
及

び
大

坂
小

学
校

屋
内

運
動

場
に

つ
い

て
、

改
築

工
事

の
実

施
設

計
を

行
っ

た
。

○
千

浜
小

学
校

屋
内

運
動

場
に

つ
い

て
、

耐
力

度
調

査
を

行
い

、
改

築
相

当
で

あ
る

と
の

結
果

を
得

た
。

○
西

中
学

校
と

大
須

賀
中

学
校

の
屋

内
運

動
場

の
防

災
機

能
を

強
化

す
る

た
め

、
既

存
天

井
を

撤
去

、
改

修
し

た
。

○
西

中
学

校
の

既
存

校
舎

の
改

造
工

事
を

行
い

美
術

室
を

普
通

教
室

２
教

室
に

、
調

理
室

を
理

科
室

に
改

造
す

る
と

と
も

に
、

廊
下

等
の

段
差

解
消

工
事

を
行

っ
た

。

施
策

項
目

27
年

度
の

実
績

〇
頼

も
し

い
先

生
を

育
成

す
る

研
修

を
実

施
〇

安
全

で
安

心
で

き
る

学
校

生
活

づ
く
り

を
促

進
・初

任
者

研
修

（5
）､

２
年

次
研

修
（1

）､
１

０
年

経
験

者
研

修
（5

）
・教

頭
研

修
会

（２
）､

主
幹

教
諭

・教
務

主
任

研
修

会
（１

）､
研

修
主

任
研

修
会

（１
）､

生
徒

指
導

主
事

（主
任

）研
修

会
（１

）､
特

別
支

援
教

育
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
研

修
会

（２
）､

教
職

員
指

導
技

術
研

修
（１

２
）､

養
護

教
諭

研
修

（１
）

・学
校

に
行

く
の

は
楽

し
い

と
思

う
児

童
生

徒
　

小
８

９
％

中
８

５
％

・学
校

の
地

震
防

災
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
点

検
・見

直
し

率
１

０
０

％
・児

童
生

徒
の

地
域

の
防

災
訓

練
へ

の
参

加
率

　
８

７
％

※
（　

）は
研

修
会

等
開

催
数
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指
　

　
標

26
年

度
末

現
状

値
27

年
度

末
目

標
値

27
年

度
末

現
状

値
27

年
度

点
検

・評
価

（次
年

度
に

向
け

た
改

善
点

を
含

む
）

① １

「
確

か
な

学
力

」
の

向
上

を
目

指
す

学
校

「授
業

が
わ

か
る

」と
答

え
る

児
童

生
徒

の
割

合
90

.0
%

93
%

90
.2

%

○
「か

け
が

わ
学

力
向

上
も

の
が

た
り

※
」を

も
と

に
各

学
校

が
「我

が
校

も
の

が
た

り
※

」を
作

成
し

、
学

力
向

上
プ

ラ
ン

を
計

画
的

に
進

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
今

後
は

、
３

つ
の

も
の

が
た

り
の

成
果

を
学

校
・家

庭
・地

域
に

一
層

浸
透

さ
せ

て
い

く
こ

と
が

課
題

で
あ

る
。

○
今

後
も

学
校

訪
問

や
研

修
等

で
支

援
・指

導
す

る
こ

と
で

、
学

び
の

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

※
及

び
「か

け
が

わ
型

ス
キ

ル
※

」が
浸

透
し

、
授

業
改

善
が

よ
り

一
層

進
む

よ
う

に
努

め
る

。
○

ＩＣ
Ｔ

※
を

活
用

し
た

支
援

方
法

の
研

究
と

推
進

に
努

め
る

。

② １ １

豊
か

な
感

性
、

健
や

か
な

心
身

を
育

む
学

校
児

童
生

徒
が

一
か

月
に

読
ん

だ
本

の
冊

数
小

10
.6

冊
中

3.
6冊

小
10

冊
以

上
中

4冊
以

上
小

11
.4

冊
中

3
.6

冊

○
地

域
の

人
材

や
素

材
を

生
か

し
た

人
づ

く
り

（か
け

が
わ

道
徳

※
）に

努
め

て
い

く
た

め
に

、
今

ま
で

に
行

わ
れ

た
「か

け
が

わ
道

徳
※

」の
授

業
実

践
を

生
か

し
、

工
夫

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。
○

学
校

の
読

書
環

境
が

読
書

活
動

や
指

導
方

法
に

大
き

く
影

響
す

る
た

め
、

さ
ら

に
学

校
図

書
館

の
整

備
な

ど
読

書
環

境
の

整
備

に
努

め
る

と
と

も
に

、
朝

読
書

、
読

み
聞

か
せ

な
ど

の
読

書
活

動
を

通
じ

て
読

書
好

き
な

子
ど

も
を

増
や

し
て

い
く
こ

と
が

課
題

で
あ

る
。

③ １ １

家
庭

や
地

域
等

と
連

携
し

た
開

か
れ

た
学

校
小

・中
学

校
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

数
6,

31
1人

6,
40

0人
以

上
11

,3
35

人

〇
地

域
連

携
に

よ
る

学
校

を
支

援
す

る
活

動
や

地
域

の
子

ど
も

た
ち

を
健

や
か

に
育

む
た

め
の

活
動

が
充

実
し

て
き

て
い

る
。

さ
ら

に
地

域
の

教
育

力
を

生
か

し
た

活
動

を
展

開
し

、
学

園
に

根
ざ

し
た

教
育

活
動

を
推

進
し

て
い

く
。

〇
地

域
の

大
人

が
持

っ
て

い
る

文
化

や
ス

キ
ル

を
子

ど
も

た
ち

に
伝

授
し

て
い

く
教

育
環

境
に

つ
い

て
研

究
を

進
め

る
。

④
信

頼
さ

れ
る

学
校

地
域

防
災

訓
練

へ
の

参
加

率
79

%
82

%
80

%

・総
合

防
災

訓
練

に
係

る
取

組
は

9月
１

日
前

後
に

、
地

域
防

災
訓

練
は

１
２

月
に

実
施

さ
れ

て
お

り
、

各
学

校
に

お
い

て
参

加
が

促
さ

れ
た

。
（左

記
数

字
は

地
域

防
災

訓
練

の
み

。
９

月
も

含
め

る
と

８
７

％
。

）・
例

年
、

中
学

生
の

参
加

率
は

高
い

が
、

小
学

生
の

参
加

率
が

比
較

的
低

い
。

特
に

小
学

校
低

学
年

～
中

学
年

は
児

童
だ

け
の

参
加

は
難

し
く
、

担
当

課
と

も
連

携
し

、
若

い
世

代
の

保
護

者
と

と
も

に
参

加
で

き
る

よ
う

努
め

る
。

⑤ １
安

全
・
安

心
な

学
校

給
食

の
推

進
学

校
給

食
に

お
け

る
地

産
地

消
の

割
合

50
.3

%
50

％
以

上
48

.9
%

平
成

27
年

10
月

か
ら

地
産

地
消

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

※
を

通
じ

、
学

校
給

食
調

理
場

と
生

産
者

の
情

報
交

換
を

開
始

し
た

。
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

本
格

的
な

活
動

は
、

平
成

28
年

度
か

ら
と

な
る

見
込

み
で

あ
る

。

27
年

度
の

主
要

な
取

組
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４
　

社
会

教
育

26
年

度
点

検
・評

価
（次

年
度

に
向

け
た

改
善

点
を

含
む

）
27

年
度

点
検

・評
価

（次
年

度
に

向
け

た
改

善
点

を
含

む
）

１ １
次

代
を

担
う

青
少

年
健

全
育

成
の

推
進

○
青

少
年

声
か

け
運

動
は

、
引

き
続

き
参

加
者

の
増

加
を

図
っ

て
い

く
。

全
市

一
斉

青
少

年
育

成
環

境
美

化
運

動
は

、
子

ど
も

た
ち

の
参

加
数

は
着

実
に

増
加

し
て

い
る

。
○

放
課

後
子

ど
も

教
室

※
の

開
設

数
を

増
や

す
た

め
に

は
、

指
導

員
の

確
保

が
必

要
で

あ
る

。
開

設
数

が
増

え
る

よ
う

に
地

域
に

呼
び

掛
け

て
い

る
が

、
通

学
合

宿
※

は
、

時
代

に
合

っ
た

防
災

教
育

の
視

点
を

取
り

入
れ

な
が

ら
、

学
校

側
の

負
担

軽
減

を
図

り
、

実
施

校
数

の
増

加
を

図
っ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
○

検
定

開
催

を
広

く
告

知
し

、
偉

人
を

は
じ

め
郷

土
の

す
ば

ら
し

さ
を

再
認

識
し

て
も

ら
う

機
会

と
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

○
青

少
年

声
掛

け
運

動
は

、
積

極
的

に
関

係
団

体
へ

呼
び

掛
け

を
行

い
、

参
加

者
の

増
加

を
図

っ
て

い
く
。

全
市

一
斉

青
少

年
育

成
環

境
美

化
運

動
は

、
子

ど
も

た
ち

の
参

加
数

は
着

実
に

増
加

し
て

い
る

。
引

き
続

き
区

長
会

と
連

携
し

、
活

動
を

進
め

る
。

○
放

課
後

子
ど

も
教

室
※

は
、

平
成

28
年

度
か

ら
2教

室
が

新
設

予
定

で
、

主
体

と
な

る
大

浜
学

園
、

若
つ

つ
じ

学
園

と
開

設
に

向
け

た
準

備
を

進
め

て
い

く
。

通
学

合
宿

※
は

、
平

成
28

年
度

か
ら

防
災

体
験

を
行

う
短

期
合

宿
が

補
助

対
象

と
な

る
こ

と
か

ら
、

学
校

・地
域

の
理

解
を

得
な

が
ら

実
施

校
数

の
増

加
を

図
っ

て
い

く
。

○
初

め
て

の
開

催
で

あ
り

、
受

検
者

の
見

込
み

は
予

想
で

き
な

か
っ

た
が

、
実

際
に

は
34

人
と

低
迷

し
た

た
め

、
早

い
時

期
か

ら
検

定
開

催
を

告
知

し
、

受
検

者
の

増
加

を
図

る
。

平
成

28
年

度
か

ら
1級

（上
級

）を
実

施
す

る
。

２ １
家

庭
教

育
力

の
向

上

○
家

庭
教

育
学

級
※

は
、

引
き

続
き

「親
の

学
び

」を
目

的
と

し
た

学
習

会
が

活
発

に
行

わ
れ

、
相

互
の

情
報

交
換

の
場

と
な

る
よ

う
支

援
し

て
い

く
。

提
出

さ
れ

た
提

言
書

を
参

考
に

し
な

が
ら

、
家

庭
教

育
関

係
者

へ
積

極
的

に
情

報
を

発
信

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。
○

掛
川

市
P

T
A

連
絡

協
議

会
活

動
へ

の
支

援
を

行
い

、
家

庭
、

学
校

、
地

域
社

会
を

つ
な

ぎ
、

子
ど

も
た

ち
の

健
全

育
成

に
努

め
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

○
家

庭
教

育
学

級
※

に
つ

い
て

は
、

親
同

士
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

づ
く
り

や
親

た
ち

の
学

び
の

場
と

な
る

よ
う

支
援

し
て

い
く
。

○
社

会
教

育
委

員
会

の
提

言
内

容
に

つ
い

て
、

家
庭

教
育

関
係

者
へ

情
報

発
信

を
し

て
い

く
。

○
家

庭
教

育
支

援
員

※
の

活
用

に
つ

い
て

、
他

の
小

中
学

校
に

も
懇

談
会

等
を

利
用

し
、

活
動

の
機

会
を

設
け

て
い

た
だ

く
よ

う
お

願
い

し
て

い
く
。

３ １ １

生
き

が
い

に
満

ち
た

豊
か

な
人

・
暮

ら
し

づ
く
り

○
成

人
式

は
、

会
場

の
収

容
人

員
等

の
点

か
ら

、
当

面
は

３
箇

所
で

の
開

催
を

継
続

し
て

い
く
。

ま
た

、
60

歳
の

集
い

※
を

開
催

す
る

こ
と

に
よ

り
、

地
域

貢
献

、
社

会
参

画
を

始
め

る
き

っ
か

け
と

な
る

よ
う

内
容

の
充

実
を

図
っ

て
い

く
。

○
公

民
館

が
開

設
す

る
各

種
講

座
を

Ｐ
Ｒ

し
受

講
者

を
増

や
す

と
と

も
に

、
公

民
館

ま
つ

り
等

の
実

施
に

よ
り

受
講

者
の

成
果

が
発

揮
で

き
る

場
を

提
供

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。
な

お
、

公
民

館
活

動
に

つ
い

て
は

、
掛

川
地

区
の

地
域

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

活
動

と
1
市

2制
度

の
た

め
、

今
後

は
部

局
を

越
え

て
在

り
方

を
協

議
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
○

広
く
市

民
が

人
権

問
題

を
理

解
し

、
差

別
や

偏
見

を
な

く
し

、
明

る
い

社
会

を
実

現
す

る
た

め
の

施
策

の
推

進
を

図
っ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

○
成

人
式

は
、

こ
れ

ま
で

ど
お

り
市

内
３

箇
所

で
開

催
し

、
実

行
委

員
に

よ
り

内
容

を
協

議
し

て
い

く
。

60
歳

の
集

い
※

は
、

よ
り

多
く
の

参
加

者
を

得
ら

れ
る

よ
う

内
容

を
検

討
し

て
い

く
。

○
地

域
生

涯
学

習
セ

ン
タ

ー
、

公
民

館
等

の
あ

り
方

検
討

を
行

う
。

公
民

館
が

開
設

す
る

各
種

講
座

は
、

参
加

者
の

多
く

が
女

性
の

た
め

、
男

性
の

参
加

を
増

や
す

方
策

を
検

討
す

る
。

○
人

権
問

題
等

の
啓

発
機

会
を

よ
り

増
や

す
必

要
が

あ
る

。

27
年

度
の

実
績

○
地

域
の

青
少

年
声

掛
け

運
動

へ
参

加
呼

び
掛

け
を

Ｐ
Ｔ

Ａ
ほ

か
関

係
団

体
に

行
っ

た
結

果
、

27
年

度
は

73
2人

の
参

加
申

込
み

が
あ

り
、

新
規

加
入

者
は

県
下

3位
、

参
加

率
で

は
、

県
下

4位
で

あ
っ

た
。

○
放

課
後

子
ど

も
教

室
※

は
、

市
内

４
箇

所
で

実
施

し
た

。
通

学
合

宿
※

は
市

内
5小

学
校

で
実

施
（1

校
は

児
童

水
難

事
故

で
中

止
）し

、
15

1人
の

児
童

が
参

加
、

異
年

齢
の

子
ど

も
た

ち
が

互
い

に
協

力
し

な
が

ら
自

分
た

ち
の

力
で

生
活

体
験

を
行

っ
た

。
○

初
回

と
な

る
「金

次
郎

と
掛

川
の

偉
人

検
定

※
」を

8月
23

日
(日

)に
、

大
日

本
報

徳
社

大
講

堂
を

会
場

と
し

て
実

施
し

た
。

2級
に

11
人

、
3級

に
23

人
が

挑
戦

し
、

２
級

は
全

員
、

３
級

は
22

人
が

合
格

し
た

。

○
家

庭
教

育
学

級
※

は
、

幼
稚

園
12

学
級

、
幼

保
園

6学
級

で
開

設
し

た
。

ま
た

、
社

会
教

育
委

員
会

で
は

、
平

2
6.

3月
に

提
言

し
た

「家
庭

教
育

の
あ

り
方

」に
つ

い
て

、
そ

の
内

容
を

実
践

す
る

た
め

、
駅

前
の

イ
ベ

ン
ト

へ
相

談
ブ

ー
ス

の
開

設
や

啓
発

チ
ラ

シ
の

作
成

等
積

極
的

に
推

進
し

た
。

○
県

が
主

催
す

る
「家

庭
教

育
支

援
員

※
」の

養
成

講
座

に
当

市
か

ら
17

人
が

参
加

し
、

修
了

し
た

。
支

援
員

の
活

動
と

し
て

中
央

小
1年

及
び

北
中

1年
の

保
護

者
懇

談
会

に
出

向
き

、
家

庭
教

育
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
を

行
っ

た
。

施
策

項
目

○
市

内
３

箇
所

に
お

い
て

、
成

人
式

を
開

催
し

、
対

象
1,

14
4

人
の

う
ち

96
2人

が
出

席
し

た
（出

席
率

84
.1

％
）。

ま
た

、
定

年
を

迎
え

る
60

歳
を

対
象

に
、

60
歳

の
集

い
※

を
開

催
し

、
19

9人
（出

席
率

11
.9

1％
）が

出
席

し
た

。
○

各
公

民
館

で
は

、
社

会
の

変
化

や
市

民
ニ

ー
ズ

に
合

わ
せ

各
種

講
座

を
開

催
し

、
多

く
の

市
民

に
学

習
機

会
の

提
供

を
行

っ
た

。
○

生
涯

学
習

講
座

企
画

実
行

委
員

会
で

は
、

市
民

の
学

習
活

動
、

地
域

づ
く
り

の
要

請
に

応
え

る
た

め
、

生
涯

学
習

リ
ー

ダ
ー

と
し

て
、

効
果

的
に

活
動

し
た

。
ま

た
、

出
前

講
座

と
し

て
、

子
ど

も
会

や
幼

稚
園

、
地

域
生

涯
学

習
セ

ン
タ

ー
等

へ
出

向
き

、
生

涯
学

習
の

機
会

を
提

供
し

た
。

○
人

権
教

育
に

関
す

る
啓

発
事

業
、

市
町

人
権

教
育

連
絡

協
議

会
が

主
催

す
る

研
修

会
等

へ
の

参
加

や
、

福
祉

課
と

共
催

で
人

権
講

演
会

を
開

催
し

、
人

権
教

育
の

推
進

を
図

っ
た

。
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26
年

度
点

検
・評

価
（次

年
度

に
向

け
た

改
善

点
を

含
む

）
27

年
度

点
検

・評
価

（次
年

度
に

向
け

た
改

善
点

を
含

む
）

４ １ １

郷
土

の
歴

史
や

文
化

を
愛

す
る

心
の

育
成

○
吉

岡
彌

生
※

記
念

館
の

入
館

者
は

減
少

傾
向

で
あ

る
が

、
セ

ミ
ナ

ー
や

講
演

会
等

の
記

念
館

が
実

施
す

る
健

康
づ

く
り

事
業

で
は

、
1講

座
あ

た
り

の
受

講
者

が
増

加
し

て
い

る
。

次
年

度
も

健
康

増
進

に
資

す
る

事
業

を
活

用
し

、
Ｐ

Ｒ
に

努
め

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
○

大
須

賀
歴

史
民

俗
資

料
館

で
は

、
よ

り
多

く
の

学
校

に
利

用
し

て
も

ら
た

め
、

「
学

習
活

用
の

日
※

」を
周

知
徹

底
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

展
示

物
に

つ
い

て
は

、
全

市
域

の
民

具
が

展
示

で
き

る
体

制
整

備
や

、
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
に

よ
る

管
理

等
も

検
討

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。
○

「出
土

文
化

財
展

」
「考

古
展

（
共

催
展

）」
等

に
よ

り
保

護
意

識
の

高
揚

に
努

め
た

が
、

さ
ら

に
多

く
の

人
々

に
文

化
財

に
触

れ
て

も
ら

う
よ

う
工

夫
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
○

古
文

書
資

料
等

の
調

査
に

関
し

て
は

、
解

読
技

術
を

持
つ

職
員

増
員

や
保

管
場

所
確

保
が

課
題

で
あ

る
。

○
和

田
岡

古
墳

群
や

横
須

賀
城

跡
、

高
天

神
城

跡
の

史
跡

に
つ

い
て

は
、

地
元

主
導

に
よ

る
整

備
や

維
持

管
理

方
法

等
を

検
討

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

○
記

念
館

の
入

館
者

数
は

、
H

26
年

度
よ

り
僅

か
な

が
ら

増
加

し
て

い
る

が
、

学
生

の
入

館
者

が
ま

だ
ま

だ
少

な
い

の
で

、
小

中
学

生
無

料
化

が
成

っ
た

こ
と

と
あ

わ
せ

、
学

校
へ

の
P

R
活

動
に

努
め

て
い

き
た

い
。

○
大

須
賀

歴
史

民
俗

資
料

館
で

は
、

大
須

賀
地

域
に

限
ら

ず
に

全
市

レ
ベ

ル
で

の
民

具
等

の
展

示
を

検
討

す
べ

き
で

あ
る

。
○

展
示

会
等

で
は

、
保

護
意

識
の

高
揚

に
努

め
た

が
、

一
般

市
民

で
も

興
味

を
引

く
よ

う
な

展
示

の
方

法
等

、
さ

ら
に

多
く

の
工

夫
が

必
要

で
あ

る
。

○
資

料
等

調
査

で
は

、
臨

時
的

に
解

読
技

術
を

持
つ

人
を

雇
用

し
て

進
め

た
が

、
正

規
職

員
の

増
員

と
、

保
管

場
所

確
保

は
引

き
続

き
課

題
と

な
っ

て
い

る
。

○
３

史
跡

で
は

、
地

元
が

主
導

と
な

っ
た

維
持

管
理

方
法

等
を

、
具

体
的

に
検

討
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

３
史

跡
の

史
実

を
判

り
易

く
説

明
す

る
手

法
を

検
討

す
る

と
と

も
に

、
他

課
と

連
携

し
て

、
見

学
者

の
増

加
や

周
知

を
図

っ
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

さ
ら

に
は

、
ワ

－
ル

ド
カ

ッ
プ

・オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

等
に

向
け

て
の

誘
客

も
視

野
に

入
れ

つ
つ

、
文

化
庁

の
推

奨
す

る
日

本
遺

産
※

へ
の

登
録

に
係

る
ス

ト
ー

リ
ー

を
考

え
た

方
策

に
着

手
す

る
こ

と
も

検
討

す
る

。

５ １
生

涯
ス

ポ
ー

ツ
の

振
興

○
今

後
も

、
市

民
が

、
い

つ
で

も
、

ど
こ

で
も

、
自

分
の

体
力

に
応

じ
た

ス
ポ

ー
ツ

を
楽

し
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
関

係
機

関
と

連
携

し
各

種
ス

ポ
ー

ツ
機

会
の

場
を

提
供

で
き

る
よ

う
努

め
て

い
く
必

要
が

あ
る

。
○

市
民

に
ス

ポ
ー

ツ
の

楽
し

さ
や

大
切

さ
、

正
し

い
身

体
の

動
か

し
方

を
伝

え
、

生
涯

ス
ポ

ー
ツ

を
普

及
・推

進
す

る
た

め
、

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

会
、

体
育

協
会

な
ど

と
連

携
し

、
指

導
者

を
育

成
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
、

駅
伝

や
ト

ラ
ン

ポ
リ

ン
等

主
要

事
業

に
つ

い
て

は
選

手
の

キ
ャ

リ
ア

が
進

学
に

よ
り

途
切

れ
な

い
よ

う
指

導
者

の
育

成
に

つ
い

て
取

り
組

ん
で

い
く
必

要
が

あ
る

。
○

市
民

が
気

軽
に

安
心

し
て

ス
ポ

ー
ツ

を
楽

し
む

た
め

に
、

ス
ポ

ー
ツ

施
設

の
定

期
的

な
点

検
・修

繕
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

ま
た

、
老

朽
化

対
策

や
利

用
実

績
に

応
じ

た
施

設
の

在
り

方
に

つ
い

て
も

、
今

後
検

討
し

て
い

く
。

○
各

種
ス

ポ
ー

ツ
イ

ベ
ン

ト
に

多
く
の

市
民

が
参

加
で

き
る

よ
う

、
内

容
、

開
催

時
期

、
場

所
等

を
検

討
す

る
。

ま
た

市
民

が
、

い
つ

で
も

、
ど

こ
で

も
、

自
分

の
体

力
に

応
じ

た
ス

ポ
ー

ツ
を

楽
し

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

関
係

機
関

と
連

携
し

各
種

ス
ポ

ー
ツ

機
会

の
場

を
提

供
で

き
る

よ
う

努
め

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
プ

ロ
グ

ラ
ム

内
容

等
を

精
査

し
市

民
か

ら
の

要
望

に
応

え
ら

れ
る

よ
う

見
直

し
を

行
っ

て
い

く
。

○
市

内
で

開
催

さ
れ

る
ス

ポ
ー

ツ
大

会
に

関
心

を
も

っ
て

も
ら

う
た

め
、

大
会

開
催

の
周

知
や

Ｐ
Ｒ

を
積

極
的

に
行

っ
て

い
く
。

ま
た

、
ラ

グ
ビ

ー
Ｗ

杯
や

東
京

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

・パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
に

向
け

て
機

運
の

醸
成

を
図

っ
て

い
く
。

○
市

民
が

気
軽

に
安

心
し

て
ス

ポ
ー

ツ
を

楽
し

む
た

め
に

、
ス

ポ
ー

ツ
施

設
の

定
期

的
な

点
検

・修
繕

を
行

う
。

ま
た

、
老

朽
化

対
策

や
利

用
実

績
に

応
じ

た
施

設
の

在
り

方
や

既
存

施
設

の
利

活
用

に
つ

い
て

検
討

す
る

。

○
吉

岡
彌

生
※

記
念

館
で

は
、

吉
岡

彌
生

※
の

顕
彰

と
共

に
、

市
民

の
ニ

ー
ズ

に
合

っ
た

特
別

展
・公

開
講

座
・健

康
セ

ミ
ナ

ー
・特

別
講

演
会

・親
子

医
学

講
座

・健
康

づ
く
り

応
援

セ
ミ

ナ
ー

等
の

健
康

づ
く
り

事
業

を
開

催
し

た
。

ま
た

、
Ｈ

28
か

ら
の

小
中

学
生

の
入

館
料

無
料

化
に

向
け

、
条

例
制

定
手

続
き

を
行

っ
た

。
○

大
須

賀
歴

史
民

俗
資

料
館

で
は

、
「学

習
活

用
の

日
※

」
に

６
校

８
ク

ラ
ス

の
利

用
が

あ
り

、
さ

ら
に

通
常

の
開

館
日

に
も

48
2人

が
入

館
し

、
少

し
ず

つ
で

は
あ

る
が

資
料

館
の

活
用

が
図

ら
れ

て
き

て
い

る
。

○
展

示
会

等
に

お
い

て
は

、
６

月
に

開
催

し
た

「出
土

文
化

財
展

」に
68

3人
、

Ｈ
28

．
１

月
に

開
催

し
た

「掛
川

考
古

展
」に

20
7人

、
こ

の
他

に
「夏

休
み

文
化

財
教

室
」や

「埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー
」の

展
示

室
を

訪
れ

た
市

民
も

多
く
、

た
く
さ

ん
の

人
々

が
文

化
財

に
触

れ
て

い
た

だ
い

た
。

○
古

文
書

等
の

資
料

調
査

に
つ

い
て

は
、

解
読

技
術

を
持

つ
人

に
整

理
調

査
を

お
願

い
し

、
順

次
資

料
の

整
理

作
業

が
進

ん
で

い
る

。
○

３
史

跡
の

う
ち

、
和

田
岡

古
墳

群
に

つ
い

て
は

史
跡

整
備

委
員

会
の

指
導

に
よ

る
基

本
設

計
が

完
了

し
、

横
須

賀
城

跡
に

つ
い

て
は

公
有

化
事

業
が

計
画

通
り

に
進

ん
で

い
る

。
ま

た
、

高
天

神
城

跡
で

は
南

口
階

段
法

面
の

修
復

工
事

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

3史
跡

の
日

常
の

管
理

を
進

め
て

い
る

。

○
各

種
ス

ポ
ー

ツ
イ

ベ
ン

ト
は

、
恒

例
行

事
と

し
て

定
着

し
て

お
り

多
く
の

市
民

の
参

加
が

あ
っ

た
。

総
合

型
地

域
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

の
掛

ス
ポ

で
は

、
年

間
16

8の
プ

ロ
グ

ラ
ム

が
開

催
さ

れ
、

延
べ

71
,4

84
人

が
利

用
さ

れ
た

。
市

制
１

０
周

年
記

念
と

し
て

開
催

さ
れ

た
巡

回
ラ

ジ
オ

体
操

に
は

約
８

０
０

人
の

参
加

が
あ

っ
た

。
○

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

会
で

は
教

室
・講

習
会

を
２

７
回

開
催

し
、

各
種

競
技

の
指

導
方

法
や

ル
ー

ル
説

明
を

行
っ

た
。

ま
た

、
ス

ポ
ー

ツ
少

年
団

や
各

種
競

技
団

体
で

指
導

者
講

習
会

を
随

時
行

っ
て

い
る

。
○

市
内

施
設

に
つ

い
て

は
老

朽
化

等
に

よ
る

安
全

面
と

必
要

性
に

応
じ

修
繕

を
行

っ
た

。
B

＆
G

掛
川

海
洋

セ
ン

タ
ー

体
育

館
は

約
16

,8
48

千
円

で
天

井
、

床
、

ト
イ

レ
等

の
改

修
工

事
を

行
っ

た
。

施
策

項
目

27
年

度
の

実
績
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指
　

　
標

26
年

度
末

現
状

値
27

年
度

末
目

標
値

27
年

度
末

現
状

値
27

年
度

点
検

・評
価

（次
年

度
に

向
け

た
改

善
点

を
含

む
）

① １
次

代
を

担
う

青
少

年
健

全
育

成
の

推
進

声
掛

け
運

動
申

込
者

数
（２

０
歳

以
上

累
計

）
16

,4
74

人
17

,0
00

人
17

,2
06

人

○
8月

に
実

施
し

た
全

市
一

斉
青

少
年

育
成

環
境

美
化

活
動

に
は

26
,8

32
人

が
参

加
し

た
。

大
人

の
参

加
者

は
前

年
比

46
7人

の
増

加
、

幼
小

中
は

20
0人

減
少

し
た

も
の

の
、

高
校

生
が

93
人

増
加

し
た

。
今

後
も

学
校

・家
庭

・地
域

が
連

携
し

、
健

全
育

成
活

動
を

推
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

○
地

域
の

青
少

年
声

掛
け

運
動

は
、

関
係

団
体

の
参

加
呼

び
掛

け
に

よ
り

、
73

2人
の

申
込

み
が

あ
っ

た
。

こ
れ

は
、

県
下

3位
、

登
録

者
累

計
で

は
17

,2
06

人
で

、
参

加
率

に
し

て
18

.5
％

、
県

下
４

位
の

結
果

で
あ

っ
た

。
今

後
も

継
続

し
て

運
動

を
推

進
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

② １ １

生
き

が
い

に
満

ち
た

豊
か

な
人

・
暮

ら
し

づ
く
り

生
き

が
い

を
感

じ
る

趣
味

や
活

動
に

取
り

組
む

市
民

の
割

合
55

.0
%

68
%

53
.3

%

○
60

歳
の

集
い

（耳
順

式
）※

は
6年

目
を

迎
え

た
。

参
加

者
は

19
9人

、
参

加
率

11
.9

％
で

昨
年

度
よ

り
も

2.
3％

低
下

し
た

。
集

い
は

市
民

に
浸

透
し

つ
つ

あ
る

が
、

内
容

の
マ

ン
ネ

リ
化

も
否

め
な

い
。

内
容

の
工

夫
が

必
要

で
あ

る
。

○
生

涯
学

習
を

実
践

す
る

た
め

の
知

識
や

教
養

が
身

に
付

け
ら

れ
る

よ
う

、
各

種
講

座
・教

室
等

の
充

実
を

図
っ

て
き

た
が

、
学

習
に

よ
っ

て
得

た
知

識
を

地
域

社
会

等
で

活
か

し
て

も
ら

え
る

よ
う

に
工

夫
す

る
必

要
が

あ
る

。

③ １

郷
土

の
歴

史
や

文
化

を
愛

す
る

心
の

育
成

民
族

資
料

や
埋

蔵
文

化
財

の
展

示
会

等
の

来
場

者
数

2,
97

8人
3,

36
0人

4,
44

4人

○
各

種
展

示
会

等
は

来
場

者
が

増
加

し
、

貴
重

な
文

化
財

の
意

義
を

十
分

に
伝

え
る

こ
と

が
で

き
た

と
評

価
し

て
い

る
。

今
後

も
展

示
の

創
意

工
夫

や
方

法
等

を
検

討
し

、
さ

ら
に

多
く
の

市
民

に
利

用
し

て
も

ら
え

る
よ

う
に

す
る

。

④ １
生

涯
ス

ポ
ー

ツ
の

振
興

体
育

施
設

利
用

状
況

80
7,

45
5人

81
0,

00
0人

85
6,

8
23

人

○
市

民
が

気
軽

に
ス

ポ
ー

ツ
を

楽
し

め
る

環
境

作
り

と
ス

ポ
ー

ツ
に

よ
る

健
康

な
体

作
り

に
よ

り
健

康
増

進
を

図
る

た
め

、
市

民
の

ニ
ー

ズ
に

応
え

ら
れ

る
各

種
教

室
や

体
験

会
、

競
技

会
を

開
催

す
る

必
要

が
あ

る
。

○
市

民
が

気
軽

に
安

心
し

て
ス

ポ
ー

ツ
を

楽
し

む
た

め
に

、
ス

ポ
ー

ツ
施

設
の

定
期

的
な

点
検

・修
繕

を
行

う
必

要
が

あ
る

。

27
年

度
の

主
要

な
取

組
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５
　

図
書

館

26
年

度
点

検
・評

価
（次

年
度

に
向

け
た

改
善

点
を

含
む

）
27

年
度

点
検

・評
価

（次
年

度
に

向
け

た
改

善
点

を
含

む
）

１ １
図

書
館

サ
ー

ビ
ス

の
充

実

○
入

館
者

や
貸

出
冊

数
な

ど
の

利
用

率
は

減
少

傾
向

で
あ

る
。

携
帯

用
端

末
の

普
及

な
ど

に
よ

り
今

後
も

読
書

離
れ

が
進

む
こ

と
が

予
測

さ
れ

る
。

読
書

の
楽

し
さ

、
お

も
し

ろ
さ

、
意

義
を

広
く
普

及
す

る
と

と
も

に
、

図
書

館
が

持
つ

利
便

性
や

価
値

を
多

く
の

人
に

知
っ

て
も

ら
い

利
用

率
を

向
上

さ
せ

る
方

策
を

と
る

必
要

が
あ

る
。

○
公

共
図

書
館

に
期

待
さ

れ
る

新
た

な
役

割
と

し
て

、
関

係
部

局
等

と
連

携
し

て
、

医
療

・健
康

、
福

祉
、

子
育

て
等

の
地

域
や

市
民

が
抱

え
る

課
題

解
決

を
支

援
す

る
サ

ー
ビ

ス
が

求
め

ら
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

従
来

の
サ

ー
ビ

ス
に

加
え

、
市

民
の

様
々

な
課

題
解

決
を

支
援

す
る

課
題

解
決

型
図

書
館

と
な

り
、

地
域

情
報

拠
点

と
し

て
取

り
組

ん
で

い
く
必

要
が

あ
る

。
○

郷
土

史
等

の
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
サ

ー
ビ

ス
※

や
課

題
解

決
支

援
に

対
応

で
き

る
職

員
の

育
成

が
必

要
で

あ
る

。
○

26
年

度
の

図
書

館
協

議
会

で
の

協
議

を
踏

ま
え

、
第

2
次

総
合

計
画

等
と

整
合

を
図

っ
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

○
蔵

書
の

新
陳

代
謝

に
よ

り
、

利
用

者
に

と
っ

て
魅

力
的

で
、

必
要

な
情

報
を

入
手

し
や

す
い

書
架

づ
く
り

を
進

め
る

た
め

、
さ

ら
に

積
極

的
な

書
架

点
検

と
払

い
出

し
が

必
要

で
あ

る
。

ま
た

、
新

た
な

催
し

や
広

報
等

に
よ

り
、

潜
在

利
用

者
へ

の
働

き
か

け
が

必
要

で
あ

る
。

○
今

後
も

関
係

機
関

等
と

連
携

、
各

種
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

活
用

に
よ

り
課

題
解

決
型

図
書

館
作

り
に

取
り

組
ん

で
い

く
必

要
が

あ
る

。
そ

の
た

め
に

、
的

確
に

レ
フ

ァ
レ

ン
ス

サ
ー

ビ
ス

※
、

課
題

解
決

支
援

に
対

応
で

き
る

職
員

の
育

成
が

必
要

で
あ

る
。

○
課

題
解

決
型

図
書

館
実

現
の

た
め

に
、

市
内

の
さ

ま
ざ

ま
な

個
人

、
団

体
と

の
連

携
を

深
め

る
必

要
が

あ
る

。
そ

の
た

め
に

、
積

極
的

な
情

報
収

集
に

努
め

る
。

○
第

２
次

総
合

計
画

に
基

づ
い

た
サ

ー
ビ

ス
を

充
実

さ
せ

る
。

２ １
市

民
協

働
に

よ
る

読
書

活
動

の
推

進

○
図

書
館

講
座

や
読

書
週

間
の

催
し

物
で

は
、

市
民

の
生

涯
学

習
と

読
書

活
動

に
結

び
つ

く
よ

う
に

内
容

を
工

夫
し

、
講

座
の

受
講

者
や

図
書

館
活

動
グ

ル
ー

プ
、

図
書

館
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
と

協
働

で
取

り
組

ん
で

い
く
必

要
が

あ
る

。
○

市
内

に
は

、
子

ど
も

の
読

書
活

動
や

子
育

て
支

援
に

取
り

組
む

様
々

な
組

織
・
団

体
が

あ
り

、
子

ど
も

の
読

書
活

動
の

大
切

さ
を

広
め

る
た

め
、

さ
ら

に
連

携
を

深
め

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
○

市
の

総
合

計
画

や
国

県
の

計
画

と
整

合
を

図
る

た
め

第
3次

子
ど

も
読

書
活

動
推

進
計

画
を

1年
前

倒
し

し
2
7

年
度

に
策

定
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

○
講

座
や

催
し

物
に

つ
い

て
は

、
可

能
な

範
囲

で
、

多
種

多
様

な
文

化
的

な
内

容
の

も
の

や
市

民
の

生
涯

学
習

と
読

書
活

動
に

結
び

つ
く
よ

う
な

内
容

を
工

夫
し

、
講

座
の

受
講

者
や

図
書

館
活

動
グ

ル
ー

プ
、

図
書

館
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
等

と
協

働
で

取
り

組
ん

で
い

く
必

要
が

あ
る

。
○

図
書

館
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
講

座
な

ど
の

開
催

に
よ

る
人

材
育

成
が

必
要

で
あ

る
。

○
新

た
な

雑
誌

ス
ポ

ン
サ

ー
※

の
獲

得
と

、
現

ス
ポ

ン
サ

ー
に

継
続

し
て

い
た

だ
け

る
方

策
が

必
要

。
○

子
ど

も
読

書
活

動
推

進
計

画
・第

3次
計

画
を

推
進

す
る

た
め

、
市

民
へ

の
周

知
、

理
解

促
進

の
た

め
の

方
策

が
必

要
で

あ
る

。

施
策

項
目

○
子

ど
も

の
読

書
週

間
、

秋
の

読
書

週
間

な
ど

の
催

し
物

に
つ

い
て

図
書

館
活

動
グ

ル
ー

プ
、

図
書

館
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
と

協
働

で
取

り
組

ん
だ

。
特

に
秋

の
読

書
週

間
中

に
開

催
し

た
「こ

ど
も

図
書

館
ま

つ
り

」で
は

今
年

度
か

ら
22

団
体

で
実

行
委

員
会

を
組

織
し

、
計

画
か

ら
運

営
ま

で
す

べ
て

に
お

い
て

市
民

協
働

が
実

現
し

た
。

○
ホ

ー
ル

で
の

展
示

の
際

の
受

け
付

け
、

案
内

な
ど

を
図

書
館

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
依

頼
。

よ
み

き
か

せ
や

排
架

、
環

境
整

備
以

外
に

も
活

動
の

幅
が

広
が

っ
た

。
○

夜
の

図
書

館
な

ど
の

新
た

な
取

り
組

み
の

際
、

活
動

グ
ル

ー
プ

の
協

力
が

得
ら

れ
た

。
○

雑
誌

ス
ポ

ン
サ

ー
※

や
図

書
館

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

な
ど

､市
民

と
の

協
働

を
進

め
る

こ
と

で
、

資
料

面
、

運
営

面
双

方
の

充
実

を
図

っ
た

。
○

第
３

次
子

ど
も

読
書

活
動

推
進

計
画

を
策

定
し

た
（2

8年
４

月
に

公
表

予
定

）。

○
入

館
者

、
利

用
者

、
貸

出
冊

数
と

も
26

年
度

と
比

較
し

て
増

加
に

転
じ

た
。

市
民

の
書

斎
・生

涯
学

習
の

場
と

し
て

、
各

館
の

蔵
書

構
成

及
び

市
民

ニ
ー

ズ
に

合
わ

せ
た

選
書

を
行

い
、

資
料

の
質

的
・量

的
な

充
実

を
図

る
と

と
も

に
、

積
極

的
な

払
い

出
し

を
行

う
こ

と
に

よ
り

新
鮮

で
使

い
や

す
い

書
架

づ
く
り

に
努

め
た

。
（受

入
：1

7,
10

7点
　

払
出

：5
,5

98
点

）ま
た

「夜
の

図
書

館
」の

よ
う

な
新

た
な

試
み

が
成

果
を

上
げ

た
。

○
公

共
図

書
館

に
期

待
さ

れ
る

「市
民

の
課

題
解

決
支

援
」

の
た

め
子

育
て

コ
ン

シ
ェ

ル
ジ

ュ
※

や
ＩＴ

政
策

課
、

商
工

観
光

課
な

ど
関

連
部

局
と

の
連

携
を

図
り

、
新

た
な

利
用

者
の

獲
得

に
つ

な
げ

た
。

○
郷

土
史

等
の

レ
フ

ァ
レ

ン
ス

サ
ー

ビ
ス

※
に

対
応

で
き

る
職

員
体

制
と

し
た

。
サ

ー
ビ

ス
対

応
件

数
は

4,
02

8件
と

な
っ

た
。

○
２

月
策

定
の

第
２

次
総

合
計

画
に

図
書

館
協

議
会

で
の

協
議

内
容

を
反

映
さ

せ
た

。27
年

度
の

実
績
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指
　

　
標

26
年

度
末

現
状

値
27

年
度

末
目

標
値

27
年

度
末

現
状

値
27

年
度

点
検

・評
価

（次
年

度
に

向
け

た
改

善
点

を
含

む
）

３
館

蔵
書

点
数

62
.2

万
点

63
.6

万
点

63
.3

万
点

○
前

年
度

と
の

比
較

で
は

、
蔵

書
点

数
が

増
加

に
転

じ
た

が
、

目
標

値
に

は
少

し
届

か
な

か
っ

た
。

○
現

在
の

社
会

情
勢

に
即

し
た

選
書

に
よ

り
、

社
会

の
変

化
に

対
応

し
た

書
架

づ
く
り

を
進

め
、

蔵
書

の
新

陳
代

謝
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

図
書

館
入

館
者

数
43

.2
万

人
45

.6
万

人
45

.2
万

人

○
前

年
度

と
の

比
較

で
は

入
館

者
、

利
用

者
、

貸
出

点
数

と
も

に
増

加
に

転
じ

た
が

、
目

標
値

に
は

届
か

な
か

っ
た

。
○

潜
在

利
用

者
へ

の
効

果
的

P
R

を
工

夫
す

る
必

要
が

あ
る

。
○

子
ど

も
読

書
活

動
推

進
計

画
に

基
づ

き
、

特
に

中
高

生
の

利
用

に
つ

な
が

る
P

R
方

法
、

催
し

物
な

ど
に

工
夫

が
必

要
で

あ
る

。

① １
図

書
館

サ
ー

ビ
ス

の
充

実

27
年

度
の

主
要

な
取

組
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Ⅳ 総合評価

掛川市教育委員会の自己点検・評価制度は、平成 20 年度における教育委員会の活動の

評価から開始し、平成 27 年度を対象とする今回で８年目に入った。この間、教育委員会

の活動に関するＰＤＣＡサイクル※の一環として、本制度が次年度以降の有効な教育施策

に結び付くよう、評価の方法についても不断の見直しを図ってきた。

さらに、市民目線にも配慮して、明瞭で分かりやすい報告書の内容にすることにより、

掛川市教育委員会の活動が市民に一層身近なものに感ぜられるように配慮してきた。この

間に行われた評価方法の改善点を挙げれば、掛川市教育振興基本計画「人づくり構想かけ

がわ」との対応関係の明確化（教育施策と評価項目との対応を明確にする）、評価時期の

早期化（評価対象年度に出来る限り近くして評価結果を実効化させる）、数値目標を含め

た評価根拠の提示（「人づくり構想かけがわ」の数値目標に対応させる）、「前年度の課題」

→「対象年度の実績」→「次年度の改善点」の流れの明確化（教育委員会の活動のＰＤＣ

Ａサイクルと連動させる）などを挙げることができる。

このように、本制度の開始から８年の間に、より良い評価の在り方を求めて自己点検・

評価の方法の改善も進められてきた。こうした経緯を踏まえたうえで、平成 27 年度にお

ける教育委員会の活動に関する「高く評価できる点」と「今後の課題となる点」は、以下

の通りである。

１ 高く評価できる点

「１ 教育委員会の活動」については、教育委員会の運営について、定例会、臨時会、

市長部局との協議会等により、教育行政の円滑な執行が図られるよう配慮されており、教

育委員会定例会を視察研修と兼ねて周辺施設（埋蔵文化財センター、松ケ岡）を会場に行

うなどの工夫がなされている。平成 27 年度から新たに開催された総合教育会議について

は、市長部局との連携を図り年５回開催するとともに、「人づくり構想かけがわ推進本部

会議」を発足させるなど、組織的体制を整えている。掛川市独自の特色ある取り組みとし

て、「かけがわ教育の日」「掛川市中学校区学園化構想」「かけがわお茶の間宣言」が継続

的に推進されており、クリアファイル、お茶の間カレンダー、リーフレットの活用などの

工夫により市民の反応が良好である。また、「かけがわ教育ディスカッション」では、各

中学校の生徒会長が「我が校の特色ある生徒会活動」をテーマとした熟議を行い他校の参

考になっている。新たに創設された「はばたけ未来の吉岡彌生賞」についても、関連条例

・実施要項の整備が行われている。このように、教育委員会の活動に関しては、掛川市の

特色を生かした施策が多々推進されている。

「２ 幼児教育」については、「生きる力」の基礎を育む教育を充実させるために、教育

委員による市立 11 園の訪問指導、「アクティブ・チャイルド実践集」の作成と活用などが

総合的に効果を上げている。幼児教育士の資質・意欲の向上を図るために、資格と職位に

応じた種々の研修が、特別支援教育や発達支援の観点にも配慮して推進されている。地域

連携に関しては、地域ボランティアの活用、学校関係者評価の実施をはじめ、食物アレル

ギーの子どもたちへの対応、防災・安全管理マニュアルの見直しなどが推進され、「安心

して子育てができると感じている保護者の割合」が目標値を上回る 97 ％に達している。
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また、保育一元化・幼保一体化の理念のもと、私立幼保園との協定に基づいた訪問指導、

大東大須賀区域認定こども園化に向けた庁内委員会・ワーキングの開催などが総合的に成

果を上げている。このように、理念の実現を目指した総合的施策が推進され、高い数値目

標値の達成および待機児童の解消につながっている。

「３ 学校教育」については、「確かな学力」の向上、「豊かな感性、健やかな心身」の

育成等を中心施策として、先進的な「かけがわ型スキル」の浸透をはじめ、「かけがわ学

力向上ものがたり」「かけがわ道徳」などの特色ある活動が推進されている。また、ＩＣ

Ｔの活用と授業支援、学校司書の配置と学校図書館の充実、お茶の学習や防災に関する地

域人材の活用など、教育活動への支援体制の充実が図られている。「信頼される学校」「安

全・安心な教育環境」に関しては、頼もしい先生を育成するための職位に応じた研修、学

校の地震防災マニュアルの点検・見直し（100 ％）、いじめ防止対策への取組、耐震工事及

びユニバーサル化の推進、食物アレルギー対策、地産地消コーディネーターとの連携、新

給食センターの改築事業などが進んでいる。このように、掛川市の特色を生かした学校教

育の諸施策は、「人づくり構想かけがわ」で設定した数値目標に対して十分な達成率を上

げている。

「４ 社会教育」については、「次代を担う青少年健全育成」「生きがいに満ちた豊かな

人・暮らしづくり」「郷土の歴史や文化を愛する心の育成」「生涯スポーツの振興」等を中

心に施策が進められている。放課後子ども教室、青少年声掛け運動、家庭教育学級、吉岡

彌生記念館の活用、出土文化財展等の充実が図られており、声掛け運動申込者数、文化財

展示会来場者数、体育施設利用者数において目標値を上回っている。また、家庭教育支援

員の養成、生涯学習講座企画実行委員会の活動、各種スポーツイベントの企画などに関し

ても積極的な取組が行われるなど、掛川市の特色を生かした施策が推進されている。

「５ 図書館」については、「図書館サービスの充実」「市民協働による読書活動の推進」

を中心とした取組が推進されている。郷土史等のレファレンスサービス、子どもの読書週

間・秋の読書週間活動、雑誌スポンサーや図書館ボランティアの活用等が積極的になされ

ている。掛川市の将来を見据えた図書館活動の理念として、市民の課題解決支援を掲げ、

関係部局との連携を図るなど前向きな取組が見られる。

２ 今後の課題となる点

まず、本報告書で示された「次年度に向けた改善点」については、各担当部署において、

早急な改善を図ることが必要である。教育委員会の活動に関するＰＤＣＡサイクルと連動

させ、有効な改善に結びつけることが求められる。

第１に、平成 27 年度から総合教育会議が発足したことにより、市長部局との連携に基

づく機能的で実効性のある教育委員会の活動がこれまで以上に求められることである。教

育施策の企画・立案から実施のプロセスが速やかに行われ、実施後の点検・評価・改善に

有効に結び付くようにすることが重要になる。同じく平成 27 年度から創設された「はば

たけ未来の吉岡彌生賞」についても、掛川市教育の振興という観点から、今後における有

効な活用が望まれる。

第２に、掛川市の特色ある取組の中でも、「学びのユニバーサルデザイン」「かけがわ型

スキル」「かけがわ道徳」等については、現在も大きな成果を上げている。しかし、教育

-19-



にゴールはなく、掛川市独自の取組として今後の継続的な推進と長期間にわたる成果の検

討と評価が必要である。「金次郎と掛川の偉人検定」等も活用した教育の一層の充実が望

まれる。

第３に、社会教育と図書館については、市民の生涯学習を支える基盤となる分野である

だけに、今後も掛川市の将来を見据えた幅広い活動が必要である。図書館については、課

題解決型の機能を一層強めながら、市民サービスの向上を目指していく必要がある。掛川

市の文化発展の基礎となる郷土の歴史・文化の調査と活用をはじめ、ラグビーＷ杯や東京

オリンピック・パラリンピックの開催を視野に入れ、早期の企画と市民の参加意欲を高め

る工夫が望まれる。また、安全・安心及び防災の観点から、学校施設や文化施設に関して、

現状の程度に応じた改修等の対応が必要である。

平成 28 年８月

掛川市教育委員会評価委員会

委員長 山 﨑 保 寿
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Ⅴ 評価を受けて

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 26 条に基づき、平成 27 年度の教育委員会

の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価について、評価委員の皆様の豊

富な経験や知識をお借りして、ここに報告書をまとめることができました。評価委員会で

は、各項目ごと細部にわたって御意見や御指摘をいただき、的確な評価を得ましたことを、

大変ありがたく思います。

総合評価では、「市民目線にも配慮して、明瞭で分かりやすい報告書の内容」であるこ

とや、「掛川の特色を生かした工夫ある施策が多々推進されている」という評価を得まし

たことを、大変嬉しく思います。

平成 27 年度は、「人づくり構想かけがわ（掛川市教育振興基本計画）」の基本目標「夢

実現に向かう、心豊かで凜とした市民の育成」の実現に向けて、教育委員会の３つの宝で

ある「かけがわ教育の日」「中学校区学園化構想」「かけがわお茶の間宣言」を中心に、先

進的で特色ある教育施策として継続的な推進を図り、市民総ぐるみの教育の推進及び啓発

に努めてまいりました。特に「中学校区学園化構想」の推進では、学園化事業を定着させ

るとともに、地域の子どもは地域で育てる活動の充実や、地域の特色が光る各学園の教育

の推進を図ることができました。

平成 27 年度における大きな成果の一つとして、新たに開催された総合教育会議におい

て、市長部局との連携のもと、「教育大綱かけがわ」を策定したことです。また、上記の

他に、「はばたけ未来の吉岡彌生賞」の創設、「アクティブチャイルド実践集」の作成と活

用、「防災・安全管理マニュアル」の見直し、「かけがわ学力向上ものがたり」や「ＩＣＴ

活用研究」などによる授業改善、「家庭の１０１話ものがたり」の作成、「かけがわ道徳」

の実践、「いじめ防止対策推進委員会」の開催、「食物アレルギー対応指針」の作成、青少

年声かけ運動の参加呼びかけ、「金次郎と掛川の偉人検定」の実施、「巡回ラジオ体操」の

開催、「第３次子ども読書活動推進計画」の策定、「雑誌スポンサー」の獲得など、掛川な

らではの施策を展開することができました。そして、「人づくり構想かけがわ」で設定し

た数値目標に対して、十分な達成率を上げている施策が多いことも大きな成果であると言

えます。

今後の課題の一つとして、「市長部局との連携に基づく機能的で実行力のある教育委員

会の活動」が求められています。御指摘のとおり、総合教育会議をうまく機能させること

で、教育施策の企画から実施までのプロセスが速やかに進められるのではないかと考えま

す。また、特に社会教育と図書館について、掛川市の将来を見据えた幅広い活動が必要で

あるとのご示唆をいただきました。その方策の一つとして、ラグビーＷ杯や東京オリンピ

ックパラリンピックを視野に入れた市民参加型の工夫ある企画を生み出し、早期に検討し

ていかなければならないと考えています。

今回から、静岡大学教職大学院と連携し、現職院生の「基盤実習」の一つとして評価委

員会の傍聴を受け入れることとなりました。この取組によって、開かれた教育委員会とし

て多くの第三者から評価を受けることはもちろんのこと、現職院生の資質能力育成に協力

することができ、さらに現職院生が学校現場に戻った際、得られた知識や教養を教育活動

を通して子どもたちに還元できるという効果も期待されます。今後も、掛川の子どもたち
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の未来のために、教育機関や関係団体との連携を密にしながら、様々な工夫ある取組を進

めていきたいと考えています。

この評価を通して、市民の皆様に教育委員会の活動や施策について御理解を賜り、また

御意見や御協力をいただきながら、更に先進的で特色あるかけがわ型の市民総ぐるみの教

育の振興に努めていきたいと考えております。重ねて評価委員会の皆様の御尽力に感謝す

るとともに、市民の皆様のより一層の御理解、御協力をお願いいたします。

平成 28 年８月

掛川市教育委員会

教育長 山田文子

-22-



 

用語解説   

 

■あ行 

【ＩＣＴ】  

Information and Communication Technology の略で、情報通信技術を表す言葉。現在では、

従来から使われていたＩＴ（Information Technology）に、Communication（コミュニケーショ

ン）を加えたＩＣＴが定着している。 

【アクティブ・チャイルド・プログラム】  

子どもの発達段階に応じた体力向上プログラム。元気で活動的な子どもを育むために、「や

ってみたい」「面白い」と感じるような運動遊びを提案し、支援や環境を工夫する。 

【預かり保育】 

  幼稚園が、在園児を対象に通常の降園時間以降の保育を行うこと。保育園の場合は、延長保育

という。預かり保育を利用した場合は、別途預かり保育料が必要となる。 

【移動教育委員会】 

教育委員が、教育に対する理解を深めたり地域住民へ情報を発信したりするために、教育委

員会での協議・報告の場を園・学校や所管施設に移し、意見交換や視察を行うもの。 

【英語体験活動】 

市内の小学校３年生から中学生を対象に、語学指導助手（ALT)を講師とし、さくら咲く学校

を会場に、日帰りの英語体験活動を３日間実施している。その中で、様々な英語活動を行い、

英語コミュニケーションの楽しさを体感し、英語や異文化を学ぶことにより、グローバルな夢

や希望をもち、世界にはばたいていこうとする心を育てる。 

 

■ か行 

【かけがわお茶の間宣言】  

平成 25 年度、市民からの公募作品を基に教育委員会が策定した「宣言」。「子育て・人づく

りはお茶の間から」をサブテーマとし、人づくりの土台である家庭において、家族が集う「お

茶の間」の役割を再確認していくことで、家族団らんから生まれる財産をもとにし、豊かな広

がりのある人づくりにつなげていくことを目的としている。 

【かけがわ学園放送】  

「中学校区学園化構想」を多くの市民に広く知ってもらうために、掛川市教育委員会が平成 26

年 10 月に開設した掛川市ホームページ内のサイトで、各学園の特色ある教育活動の内容を紹介

している。 

【かけがわ学力向上ものがたり】  

「学力」とは何かを学校・家庭・地域で共通理解して、どうしたら学力の向上が図れるか、
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その理念や方法等を「ものがたり」としてまとめたもの。 

【かけがわ型スキル】  

これからのグローバル社会を生き抜くために、子どもたちが身に付けるべき「２１世紀型ス

キル※」を参考にして、６項目（思考力、問題解決力、思考決定力、コミュニケーション力、

情報の選択・活用力、地域や社会の中で生きるためのキャリア）を定めたもの。これをもとに、

掛川市内全小中学校では、言語活動を重視した新たな学びのプロセスへ転換した授業改善を図

っている。 

【かけがわ教育の日】  

平成 19 年度に初めて開催した。市民一人一人が教育の重要性を認識し、学校・家庭・地域社

会が連携して、教育のあり方を考え、行動するための契機とし、教育の振興を図ることを目的と

している。また、開催にあたっては、教育を支援している団体による「かけがわ教育の日」協力

団体協議会が組織されている。（平成 27年度現在、協力団体数は 46 団体） 

【かけがわ道徳】  

掛川ならではの題材を取り入れたり、地域人材を活用したりした道徳の授業をいう。掛川の

子どもたちが地域の先人の生き方に触れ、また、様々な体験活動を通して自己の生き方につい

て考えを深め、郷土を誇る心をもち、夢にむかってたくましく生きることをねらいとしている。 

【家庭教育学級】  

  幼稚園や幼保園を拠点として、親同士が学習したいことを自ら企画し、計画的・継続的に活

動を行っていく事業。 

【家庭教育支援員】  

静岡県教育委員会が主催する「家庭教育支援員養成研修会」において、家庭教育支援の知識

とスキルを学んだ地域の方で、元教員やＰＴＡ役員等が多い。学校と協力して、小・中学校の

保護者会、懇談会等において、子育てに関する話し合いをコーディネートしたり、家庭教育の

相談に応じたりする。 

【家庭のものがたり】 

「かけがわ学力向上ものがたり」の一環として、様々な家庭での学力向上に関わるエピソード

や家庭教育の取組の紹介などをまとめた冊子のこと。平成 27 年度に各家庭に募集し、｢家庭の 101

話ものがたり」として、全部で 101 話のエピソードが掲載されている。 

【学習活用の日】  

  学習活用の日は、市内小・中学校対象の講座で、授業の中で大須賀歴史民俗資料館に訪れ、

民俗文化財に触れ、親しんでもらうことで民俗資料をはじめとする文化財や郷土の歴史に対す

る興味･理解を持ってもらうため実施している。掛川市大須賀歴史民俗資料館は、市民の方々か

ら寄贈された少し昔の生活に関わる品々を展示しており、生活の移り変わりを目で見て楽しく

学ぶことができる。 
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【学校関係者評価】  

  保護者や地域住民等の学校関係者などにより構成された評価委員が、学校（園）が行った自

己評価の結果について評価すること。 

【学校生活管理指導表】  

食物アレルギー等がある場合、診察をした医師が保護者の求めに応じて病型や学校生活上の

留意点などを記載したもの。保護者は、この指導表を学校へ提出し、学校ではこれを児童生徒

の健康管理のために活用する。静岡県では、食物アレルギー・アナフィラキシー用と気管支ぜ

ん息用の２種類を統一して運用している。   

【教育委員会・教育委員長・教育長】  

  教育委員会とは、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」に基づき設置された合議制

の執行機関である。掛川市教育委員会は、５名の教育委員で組織している。教育委員は、議会

の承認により首長によって任命され、委員による選挙により、教育委員長が１人選出される。 

  教育委員会は合議により、教育に関する一般方針の決定など、その権限に属する職務を遂行

する。本来の教育委員会とは、教育委員５名で組織された行政委員会を指すが、実務の処理の

ために事務職員が配置されている教育委員会事務局を「教育委員会」と呼ぶことがある。 

  教育委員会事務局には、教育委員会の指揮監督の下に、教育委員会の権限に属するすべての

事務をつかさどるため、教育長が１人置かれている。 

【金次郎と掛川の偉人検定】  

  掛川市教育委員会が発行している副読本「なるほど なっとく 金次郎さん」と「この人に学び

たい～掛川の偉人ものがたり～」を手がかりにして、偉人の活躍ぶりを深く掘り下げるなど、市

民の生涯学習活動をより一層促進することを目的に、平成 27 年度から実施している。設定して

いる級は、１級（上級）、２級（中級）、３級（初級）がある。 

【子育てコンシェルジュ】  

  子育て中の方の立場に立って話を伺い、悩みの解決や子育て支援策の情報をわかりやすく伝え

る案内人のこと。フランス語で総合世話役の意味を持つ。 

【子ども育成支援協議会】  

 学校・家庭・地域が連携し、市民総ぐるみで子どもを育む体制をつくるため、学園ごとに設置

された組織のこと。各地域で活動する様々な団体や個人が参画し、地域の実情に応じて組織され

ている。また、かけがわ型学校地域支援本部として、園・学校支援ボランティアの活動を行って

いる。 
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■さ行 

【雑誌スポンサー】  

新たな図書館資料を確保して図書館サービスの向上を図るため、市立図書館に雑誌を提供する

民間事業者のこと。 

【総合教育会議】  

  新教育委員会制度により、すべての地方公共団体に設置が義務付けられた会議で、首長と教育

委員会が教育行政の大綱や重点的に講ずべき施策等について協議・調整を行う場である。 

  新教育委員会制度（平成 27 年 4 月 1 日施行）よる改正点は４つ。１つ目は、教育委員長と教

育長を一本化した新「教育長」を市長が任命すること。２つ目は、教育長へのチェック機能の強

化と会議の透明化を図ること。３つ目は、市長と教育委員会で構成した総合教育会議を設置する

こと。４つ目は、教育に関する「大綱」を市長が策定すること。 

【小中一貫教育】  

  小・中学校が目指す子ども像を共有し、９年間を通じた教育課程を編成し、系統的な教育を目

指す教育のこと。また、学校教育法の改正により、平成 28 年度から、小中一貫教育を実施する

｢義務教育学校｣を新たな学校の種類として制度化された。 

 

■た行 

【地域コーディネーター】  

  平成 25 年度に各中学校区に配置。各中学校区の子ども育成支援協議会の事務局を担当する

と共に、園・学校の希望やニーズに応じて、地域の園・学校支援ボランディアの派遣調整を行

う。 

【地産地消コーディネーター】  

掛川市が設置した地産地消推進協議会において、平成 27 年度に学校給食における地産地消

率向上のために設けた制度である。地産地消コーディネーターは、学校給食調理場が必要とし

ている食材や量を生産者に伝え、生産者の旬な食材の情報を調理場へ伝えるといった給食調理

場と生産者をつなぐ役割や、生産者に対して学校給食で求められている野菜の作付け等の依頼

を行っている。  

【中学校区学園化構想】  

  学校・家庭・地域が連携をして、市民総ぐるみで子どもを育てる教育の仕組み。 

中学校区を「学園」と呼び、区長などの地域代表と保護者や学校代表からなる「子ども育成

支援協議会」を中心に、保幼小中の一貫教育と園・学校支援活動の推進を図っている。 

【通学合宿】  

異なる学年の子どもが、地域の宿泊可能な施設（公民館、集会所等）で一定期間共同生活を行

いながら学校に通う体験学習。食事の準備や掃除などの基本的な生活体験を共同で体験すること
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により、集団生活への適応力、生活技能などを身に付ける機会となり、自主性・社会性・協調性・

我慢する力などを育てる。 

 

■な行 

【なるほどなっとく金次郎さん】  

  掛川市教育委員会が、子どもたちが金次郎の教えを学び、もう一度自分の生活を見つめ直し

たり、自分の住んでいる地区や掛川市について考えたりする教材として平成 23 年 9 月に作成

した副読本。 

【日本遺産】  

文化庁が、地域の歴史的魅力や特色を通じて我が国の文化･伝統を語るストーリーを、｢日本

遺産｣として認定している。ストーリーに関わる市町村の体制により、地域型(単独の市町村)と

シリアル型(複数の市町村)の 2つに分類される。 

文化庁では平成 32 年(2020)までに 100 件の認定を目指しており、現在は 37 件のストーリー

が認定されている。 

 

■は行 

【発達相談員】  

  平成 21 年４月から新たに配置し、幼児ことばの教室（大東教室）に籍を置く。 

  園の要請に応じて、園生活の様子を観察したり、支援を要する園児に対し発達検査を実施し

たりして個の発達について理解し、園の生活にスムーズに適応できるよう、発達に応じた保育

のあり方について園や保護者に指導助言する。 

  また、保健予防課では乳幼児検診後に、経過観察を必要とする乳幼児に対し「個別相談」を

実施しているが、３歳で就園後も相談を継続した方がよいケースは、就園後１回のみ実施し、

その後は発達相談員が「幼児相談」として相談業務を引き継ぐ。 

【人づくり構想かけがわ推進本部会議】 

  掛川市教育振興基本計画「人づくり構想かけがわ」の基本目標である「夢実現に向かう、心豊

かで凛とした市民」の育成を推進し、市長部局と教育委員会とが連携し教育行政に取り組むため

に、設置された会議。市長・副市長・総務部長・企画政策部長・教育委員が参加し、意見交換を

行う。 

【ＰＤＣＡサイクル】 

教育委員会等が行う活動を計画的に推進するとともに、実施結果に関する課題を明確にし、

次年度の改善につなげるため、計画（Plan）→実施（Do）→評価（Check）→改善（Action）

という一連の流れとして実施することをいう。教育委員会に限らず、学校や企業等において

も、このサイクルを適用している組織体は多い。 
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【保育一元】  

  幼保園での生活と、家庭、地域等の三者で子どもを育てること。 

【放課後子ども教室】  

  地域の多様な方々の参画を得て、子どもたちの安全で安心な居場所をつくり、学習やスポー

ツ・文化活動、地域住民との交流活動等に取り組み、子どもたちが地域社会の中で心豊かで健

やかに成長していく環境を推進する活動。 

 

■ま行 

【学びのユニバーサルデザイン】  

どの子どもにも、等しく学習の機会を確実に得られるように、知覚的な特徴（文字や画像の

サイズ、話し言葉や音量、文字や画像のコントラストや色、レイアウト等）を改善するなど、

子どもの学びが充実し、わかりやすい授業につなげること。 

 

■や行 

【幼児ことばの教室】  

  言葉が少ない、会話ができない等の発達が気になる場合や赤ちゃん言葉になる等の発音が気

になる場合、また、滑らかに言葉が出てこない吃音症（どもり）等のコミュニケーション障害

をもつ幼児とその保護者を対象に一対一で通級指導を行う。 

  また、言語指導だけでなく、人とのかかわりが必要な場合はグループ指導を実施し、子ども

同士のふれ合いの中でかかわり方を学ばせるなどして対応している。 

【幼保園】  

  人間形成の基礎を培う極めて重要な時期である乳幼児期の保育・教育を、就学前教育として一

元的にとらえ、どの子にも一人一人の発達の課題に即した質の高い保育を行うために、幼稚園と

保育園を一体化した施設。園内には、保育園部と幼稚園部がある。 

【幼保一体化】  

  ３歳から５歳の幼児については、幼稚園・保育園の別なく、より豊かな体験の場に、そして

就学前の教育として一体的にとらえて保育の充実を図ること。 

【吉岡彌生】  

  掛川市土方出身の郷土の偉人（1871～1959）。女性の地位が低かった戦前、明治・大正・昭和

の時代に、差別や偏見、嫌がらせと闘いつつ、東京女医学校（東京女子医科大学の前身）を創立

し、女子医学教育の道を切り開くと共に、女性の社会進出に大きく貢献した。 
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■ ら行 

【６０歳の集い（耳順式）】  

市民が地域づくりやまちづくりに積極的に参加し、公共サービスの担い手にもなる「市民自

治のまちづくり」を進めるためのきっかけづくりとして、市民の交流の場として平成 22 年度か

ら開催されている。 

【レファレンスサービス】  

図書館利用者が学習・研究・調査を目的として必要な情報・資料などを求めた際に、図書館職

員が情報や資料を検索・提供・回答することによってこれを助ける業務。また、需要の多い質問

に対して、予め書誌・索引などの必要な資料を準備・作成する作業もこれに付随した作業である。 

 

■ わ行 

【我が校のものがたり】 

各学校が、｢かけがわ学力向上ものがたり｣を受けて、児童生徒の学習状況に基づいた各学校独

自の特色ある授業づくりの計画を示したもの。これを基盤として、全教職員が共通理解のもとに

組織的な協働を図り、学力向上への積極的な授業改善を進めている。 
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参 考 資 料（関係法令）

《地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋）》

（平成１９年６月２７日改正 平成２０年４月１日施行）

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等）

第２６条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規程により

教育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第３項の規程に

より事務局職員等に委任された事務を含む）を含む。）の管理及び執行の状況に

ついて点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提

出するとともに公表しなければならない。

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うことに当たっては、教育に関し学

識経験を有する者の知見の活用を図るものとする。

《地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律について（通知）》

（１９文科初第５３５号 平成１９年７月３１日 文部科学事務次官）（抜粋）

第一 改正の概要

１ 教育委員会の責任体制の明確化

（３）教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価

教育委員会は、毎年その権限に属する事務の管理及び執行の状況について、

点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、議会に提出するとと

もに公表しなければならないこととしたこと。点検評価を行うに当たっては、

教育に関し学識経験を有する者の知見の活用を図ることとした。（法第２７条）

第二 留意事項

１ 教育委員会の責任体制の明確化

（３）教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価

① 今回の改正は、教育委員会がその権限に属する事務の管理及び執行の状

況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を議会に提出し、

公表することにより、効果的な教育行政の推進に資するとともに、住民へ

の説明責任を果たしていく趣旨から行うものであること。

② 現在すでに各教育委員会において、教育に関する事務の管理及び執行の

状況について自ら点検及び評価を行い、その結果を議会に報告するなどの

取組を行っている場合には、その手法を活用しつつ適切に対応すること。

③ 点検及び評価を行う際、教育に関し学識経験を有する者の知見の活用を

図ることについては、点検及び評価の客観性を確保するためのものである

ことを踏まえ、例えば、点検及び評価の方法や結果について学識経験者か

ら意見を聴取する機会を設けるなど、各教育委員会の判断で適切に対応す

ること。
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一般会計歳出予算
単位：千円

項目 予算額
民生費 12,224,300
土木費 4,721,502
公債費 5,398,945
教育費 5,464,643
総務費 4,966,488
衛生費 5,118,521
消防費 2,631,128
労働費 1,280,682
農林水産業費 1,513,353
商工費 1,231,431
議会費 331,897
予備費 108,791
災害復旧費 168,319
歳出額計 45,160,000

単位：千円
項目 予算額
教育総務費 237,474
小学校費 830,322
中学校費 472,166
幼稚園費 1,094,684
社会教育費 897,629
保健体育費 1,932,368
計 5,464,643

平成27年度一般会計歳出予算と教育費予算

教育費予算

教育総務費; 4%

小学校費; 15%

中学校費; 9%

幼稚園費; 20%

社会教育費; 

17%

保健体育費; 

35%

教育総務費

小学校費

中学校費

幼稚園費

社会教育費

保健体育費

民生費

27.1%

土木費

10.5%
公債費

12.0%
教育費

12.1%

総務費

11.0%

衛生費

11.3%

農林水産業費

4.2%

労働費

3.8%

農林水産業費

3.4%
商工費

2.7%

議会費

0.7%

予備費

0.2%

災害復旧費

0.4%

民生費

土木費

公債費

教育費

総務費

衛生費

消防費

労働費

農林水産業費

商工費

議会費

予備費

災害復旧費
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